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― ―2 ― ―1
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
夢
を
ど
う
い
う
話
題
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
夢
を
ど
の
よ
う
に
語
り
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
関
心
に
む
す
び
つ
け
て
い
く
の
か
。
夢
語
り
の
い
わ
ば
文
法
を
抽
出
し
よ
う
と
試
み
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夢
語
り
が
い
か
に
文
化
的
・
社
会
的
な
営
み
で
あ
る
か
が
、
く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。
信
仰
・
文
化
・
社
会
・
歴
史
・
民
族
の
相
違
は
、
現
今
厳
し
い
対
決
の
局
面
を
際
立
た
せ
て
い
る
が
、
そ
の
多
様
性
に
こ
そ
、
人
類
が
積
み
重
ね
て
き
た
貴
重
な
経
験
の
、
幅
の
広
さ
、
奥
行
の
深
さ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
微
妙
な
差
異
に
込
め
ら
れ
た
思
い
が
け
な
い
意
味
へ
の
洞
察
は
、
い
よ
い
よ
大
切
と
な
っ
た
。
本
稿
は
、
中
国
の
禅
宗
教
団
と
い
う
、
特
殊
な
社
会
集
団
に
つ
い
て
、
し
か
も
夢
の
話
題
と
い
う
、
限
ら
れ
た
断
面
図
を
作
成
し
て
み
る
試
み
に
す
ぎ
な
い
が
、
文
化
の
重
層
性
や
、
特
殊
な
事
例
の
中
に
光
る
智
慧
の
社
会
的
あ
り
さ
ま
を
考
え
る
、
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。
中
国
の
伝
統
的
な
文
化
・
社
会
の
中
で
、
最
も
中
国
化
し
た
仏
教
で
あ
る
禅
宗
は
、
夢
の
話
題
と
い
う
局
面
で
ど
ん
な
世
界
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
が
て
中
世
日
本
の
社
会
に
受
容
さ
れ
浸
透
し
て
い
っ
た
禅
宗
は
、
中
国
の
禅
宗
を
応
用
し
変
質
さ
せ
独
自
の
可
能
性
に
満
ち
た
世
界
を
築
い
た
。
夢
語
り
に
限
っ
て
も
中
国
禅
宗
の
ケ
ー
ス
は
、
日
本
の
禅
宗
が
発
揮
し
た
特
色
を
見
極
め
る
上
で
、
当
然
一
方
の
基
準
と
な
ろ
う
。
そ
れ
が
南
宋
禅
林
で
の
様
相
を
、
こ
の
際
点
検
し
て
お
き
た
い
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
【
注
】
?１
）
ド
ッ
ズ
『
ギ
リ
シ
ャ
人
と
非
理
性
』（
岩
田
・
水
野
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
）は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
学
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
指
針
的
名
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
、
Ｇ
・
Ｅ
・
フ
ォ
ン
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
バ
ウ
ム
編
『
夢
と
人
間
社
会
』
上
・
下
（
三
好
郁
朗
等
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
）に
よ
っ
て
、
夢
体
験
の
普
遍
性
と
夢
に
ま
つ
わ
る
社
会
性
と
を
共
に
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
日
本
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
西
郷
信
綱
『
古
代
人
と
夢
』（
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
）
が
画
期
的
成
果
で
あ
っ
た
。
河
東
仁
『
日
本
の
夢
信
仰
｜
宗
教
学
か
ら
み
た
日
本
の
精
神
史
｜
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
丹
念
に
見
渡
し
、
中
国
の
場
合
に
つ
い
て
も
纏
め
て
い
る
。
一
、
無
準
師
範
と
い
う
人
物
無
準
師
範
（
一
一
七
七
｜
一
二
四
九
）
は
、
一
三
世
紀
の
前
半
、
南
宋
の
禅
宗
界
に
君
臨
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
そ
の
略
歴
を
一
瞥
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う?２）
。
一
一
七
七
年
、
揚
子
江
上
流
四
川
省
の
梓
（
し
と
う
）
県
（
剣
州
と
も
い
う
）
で
生
ま
れ
、
一
一
八
五
年
、
四
川
省
陰
平
山
の
昭
慶
院
道
欽
の
弟
子
と
な
っ
て
出
家
し
、
一
一
九
五
年
、
一
九
歳
、
四
川
省
成
都
に
出
て
、
当
時
禅
宗
で
は
省
内
の
最
大
拠
点
寺
院
と
い
う
べ
き
正
法
寺
に
お
い
て
夏
安
居
に
参
じ
た
。
そ
こ
で
無
準
師
範
が
参
禅
指
導
を
受
け
た
老
尭
首
座
は
、
瞎
堂
慧
遠
（
一
一
〇
三
｜
一
一
七
六
、
四
川
省
出
身
、
杭
州
霊
隠
寺
住
持
と
し
て
日
本
僧
覚
阿
を
指
導
し
た?３）
）
の
高
弟
で
あ
っ
た
。一
一
九
六
年
、
四
川
省
か
ら
出
て
、
湖
北
省
荊
南
の
玉
泉
寺
に
学
ん
だ
。
一
一
九
七
年
、
南
京
の
保
寧
寺
、
鎮
州
の
金
山
寺
、
南
宋
の
都
杭
州
（
臨
安
府
）
の
淨
慈
寺
な
ど
名
高
い
寺
院
を
歴
訪
し
て
、
四
川
省
出
身
の
有
力
な
禅
僧
た
ち
に
次
々
と
は
じ
め
に
私
た
ち
は
、
今
日
で
も
夢
を
話
題
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
文
化
的
な
背
景
が
こ
れ
を
後
押
し
し
た
り
制
約
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
気
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
夢
に
は
一
方
で
、
人
は
誰
で
も
夢
を
み
る
経
験
が
あ
る
ら
し
い
と
い
う
普
遍
性
が
あ
り
、
同
時
に
夢
は
あ
く
ま
で
個
人
の
経
験
で
あ
る
と
い
う
現
代
風
の
常
識
が
働
く
。
夢
は
普
遍
的
な
テ
ー
マ
と
も
な
り
、
個
人
的
な
テ
ー
マ
と
も
な
る
。
し
か
し
、
夢
の
話
題
に
そ
の
場
の
文
化
性
・
社
会
性
が
濃
い
影
を
落
と
し
て
い
る
場
合
は
少
な
く
な
い
。
と
く
に
文
献
に
残
る
ほ
と
ん
ど
の
夢
語
り
は
、
そ
の
よ
う
な
特
性
を
帯
び
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
へ
の
理
解
を
深
め
る
時
、
文
化
の
違
い
を
超
え
る
人
間
的
共
感
へ
の
回
路
は
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
夢
を
話
題
に
す
る
こ
と
が
、
す
で
に
一
つ
の
社
会
的
な
営
為
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
そ
こ
に
信
仰
・
文
化
・
社
会
・
歴
史
な
ど
の
特
質
を
読
み
取
る
研
究
は
、
日
が
浅
い?１）
。
本
稿
が
夢
の
話
題
を
分
析
す
る
方
法
は
、
夢
を
経
験
し
た
個
々
人
の
深
層
心
理
を
読
み
取
る
の
と
は
異
な
り
、
主
に
ふ
た
つ
の
面
に
注
目
し
て
み
た
い
。
ひ
と
つ
は
、
夢
を
話
題
に
し
て
い
る
人
と
こ
れ
に
耳
を
傾
け
て
い
る
相
手
が
ど
う
い
う
場
面
を
作
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
人
々
の
ど
う
い
う
関
係
が
現
れ
る
の
か
。
夢
を
話
題
に
す
る
人
々
の
間
の
い
わ
ば
作
法
に
着
目
す
る
。
南
宋
禅
林
に
お
け
る
夢
語
り
無
準
師
範
の
場
合
（
上
）
菅
原
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英
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も
う
ひ
と
つ
に
は
、
夢
を
ど
う
い
う
話
題
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
夢
を
ど
の
よ
う
に
語
り
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
関
心
に
む
す
び
つ
け
て
い
く
の
か
。
夢
語
り
の
い
わ
ば
文
法
を
抽
出
し
よ
う
と
試
み
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夢
語
り
が
い
か
に
文
化
的
・
社
会
的
な
営
み
で
あ
る
か
が
、
く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。
信
仰
・
文
化
・
社
会
・
歴
史
・
民
族
の
相
違
は
、
現
今
厳
し
い
対
決
の
局
面
を
際
立
た
せ
て
い
る
が
、
そ
の
多
様
性
に
こ
そ
、
人
類
が
積
み
重
ね
て
き
た
貴
重
な
経
験
の
、
幅
の
広
さ
、
奥
行
の
深
さ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
微
妙
な
差
異
に
込
め
ら
れ
た
思
い
が
け
な
い
意
味
へ
の
洞
察
は
、
い
よ
い
よ
大
切
と
な
っ
た
。
本
稿
は
、
中
国
の
禅
宗
教
団
と
い
う
、
特
殊
な
社
会
集
団
に
つ
い
て
、
し
か
も
夢
の
話
題
と
い
う
、
限
ら
れ
た
断
面
図
を
作
成
し
て
み
る
試
み
に
す
ぎ
な
い
が
、
文
化
の
重
層
性
や
、
特
殊
な
事
例
の
中
に
光
る
智
慧
の
社
会
的
あ
り
さ
ま
を
考
え
る
、
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。
中
国
の
伝
統
的
な
文
化
・
社
会
の
中
で
、
最
も
中
国
化
し
た
仏
教
で
あ
る
禅
宗
は
、
夢
の
話
題
と
い
う
局
面
で
ど
ん
な
世
界
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
が
て
中
世
日
本
の
社
会
に
受
容
さ
れ
浸
透
し
て
い
っ
た
禅
宗
は
、
中
国
の
禅
宗
を
応
用
し
変
質
さ
せ
独
自
の
可
能
性
に
満
ち
た
世
界
を
築
い
た
。
夢
語
り
に
限
っ
て
も
中
国
禅
宗
の
ケ
ー
ス
は
、
日
本
の
禅
宗
が
発
揮
し
た
特
色
を
見
極
め
る
上
で
、
当
然
一
方
の
基
準
と
な
ろ
う
。
そ
れ
が
南
宋
禅
林
で
の
様
相
を
、
こ
の
際
点
検
し
て
お
き
た
い
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
【
注
】
?１
）
ド
ッ
ズ
『
ギ
リ
シ
ャ
人
と
非
理
性
』（
岩
田
・
水
野
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
）は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
学
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
指
針
的
名
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
、
Ｇ
・
Ｅ
・
フ
ォ
ン
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
バ
ウ
ム
編
『
夢
と
人
間
社
会
』
上
・
下
（
三
好
郁
朗
等
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
）に
よ
っ
て
、
夢
体
験
の
普
遍
性
と
夢
に
ま
つ
わ
る
社
会
性
と
を
共
に
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
日
本
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
西
郷
信
綱
『
古
代
人
と
夢
』（
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
）
が
画
期
的
成
果
で
あ
っ
た
。
河
東
仁
『
日
本
の
夢
信
仰
｜
宗
教
学
か
ら
み
た
日
本
の
精
神
史
｜
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
丹
念
に
見
渡
し
、
中
国
の
場
合
に
つ
い
て
も
纏
め
て
い
る
。
一
、
無
準
師
範
と
い
う
人
物
無
準
師
範
（
一
一
七
七
｜
一
二
四
九
）
は
、
一
三
世
紀
の
前
半
、
南
宋
の
禅
宗
界
に
君
臨
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
そ
の
略
歴
を
一
瞥
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う?２）
。
一
一
七
七
年
、
揚
子
江
上
流
四
川
省
の
梓
（
し
と
う
）
県
（
剣
州
と
も
い
う
）
で
生
ま
れ
、
一
一
八
五
年
、
四
川
省
陰
平
山
の
昭
慶
院
道
欽
の
弟
子
と
な
っ
て
出
家
し
、
一
一
九
五
年
、
一
九
歳
、
四
川
省
成
都
に
出
て
、
当
時
禅
宗
で
は
省
内
の
最
大
拠
点
寺
院
と
い
う
べ
き
正
法
寺
に
お
い
て
夏
安
居
に
参
じ
た
。
そ
こ
で
無
準
師
範
が
参
禅
指
導
を
受
け
た
老
尭
首
座
は
、
瞎
堂
慧
遠
（
一
一
〇
三
｜
一
一
七
六
、
四
川
省
出
身
、
杭
州
霊
隠
寺
住
持
と
し
て
日
本
僧
覚
阿
を
指
導
し
た?３）
）
の
高
弟
で
あ
っ
た
。一
一
九
六
年
、
四
川
省
か
ら
出
て
、
湖
北
省
荊
南
の
玉
泉
寺
に
学
ん
だ
。
一
一
九
七
年
、
南
京
の
保
寧
寺
、
鎮
州
の
金
山
寺
、
南
宋
の
都
杭
州
（
臨
安
府
）
の
淨
慈
寺
な
ど
名
高
い
寺
院
を
歴
訪
し
て
、
四
川
省
出
身
の
有
力
な
禅
僧
た
ち
に
次
々
と
は
じ
め
に
私
た
ち
は
、
今
日
で
も
夢
を
話
題
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
文
化
的
な
背
景
が
こ
れ
を
後
押
し
し
た
り
制
約
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
気
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
夢
に
は
一
方
で
、
人
は
誰
で
も
夢
を
み
る
経
験
が
あ
る
ら
し
い
と
い
う
普
遍
性
が
あ
り
、
同
時
に
夢
は
あ
く
ま
で
個
人
の
経
験
で
あ
る
と
い
う
現
代
風
の
常
識
が
働
く
。
夢
は
普
遍
的
な
テ
ー
マ
と
も
な
り
、
個
人
的
な
テ
ー
マ
と
も
な
る
。
し
か
し
、
夢
の
話
題
に
そ
の
場
の
文
化
性
・
社
会
性
が
濃
い
影
を
落
と
し
て
い
る
場
合
は
少
な
く
な
い
。
と
く
に
文
献
に
残
る
ほ
と
ん
ど
の
夢
語
り
は
、
そ
の
よ
う
な
特
性
を
帯
び
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
へ
の
理
解
を
深
め
る
時
、
文
化
の
違
い
を
超
え
る
人
間
的
共
感
へ
の
回
路
は
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
夢
を
話
題
に
す
る
こ
と
が
、
す
で
に
一
つ
の
社
会
的
な
営
為
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
そ
こ
に
信
仰
・
文
化
・
社
会
・
歴
史
な
ど
の
特
質
を
読
み
取
る
研
究
は
、
日
が
浅
い?１）
。
本
稿
が
夢
の
話
題
を
分
析
す
る
方
法
は
、
夢
を
経
験
し
た
個
々
人
の
深
層
心
理
を
読
み
取
る
の
と
は
異
な
り
、
主
に
ふ
た
つ
の
面
に
注
目
し
て
み
た
い
。
ひ
と
つ
は
、
夢
を
話
題
に
し
て
い
る
人
と
こ
れ
に
耳
を
傾
け
て
い
る
相
手
が
ど
う
い
う
場
面
を
作
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
人
々
の
ど
う
い
う
関
係
が
現
れ
る
の
か
。
夢
を
話
題
に
す
る
人
々
の
間
の
い
わ
ば
作
法
に
着
目
す
る
。
南
宋
禅
林
に
お
け
る
夢
語
り
無
準
師
範
の
場
合
（
上
）
菅
原
昭
英
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駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
第
一
一
号
ｐ
一
〜
一
五
・
二
〇
〇
四
〕
出
会
い
、
明
州（
慶
元
府
、
寧
波
）の
阿
育
王
山
の
東
庵
に
お
い
て
は
拙
庵
徳
光（
一
一
二
一
｜
一
二
〇
三
、
江
西
省
出
身
、
日
本
僧
大
日
房
能
忍
の
師
と
な
っ
た
）に
ま
み
え
て
、
嘱
目
さ
れ
た
。
一
一
九
九
年
、
杭
州
霊
隠
寺
に
お
い
て
虎
丘
派
の
松
源
崇
岳（
一
一
三
一
｜
一
二
〇
二
、
浙
江
省
出
身
）
に
参
禅
し
、
さ
ら
に
は
蘇
州
の
霊
巌
山
秀
峯
寺
に
お
い
て
虎
丘
派
の
破
庵
祖
先
（
一
一
三
六
｜
一
二
一
一
、
四
川
省
出
身
）
に
参
じ
て
大
悟
し
た
。
そ
の
後
、
霊
隠
寺
首
座
や
杭
州
広
恵
寺
開
山
に
招
か
れ
た
破
庵
祖
先
に
従
い
、
あ
る
い
は
息
庵
達
観
の
住
持
す
る
天
童
寺
に
参
ず
る
な
ど
し
て
磨
き
を
か
け
て
い
る
。
た
ま
た
ま
石
渓
心
月
（
｜
一
二
五
四
、
四
川
省
出
身
）
と
連
れ
立
っ
て
台
州
の
瑞
巖
寺
に
行
き
、
住
持
雲
巣
道
巖
に
頼
ま
れ
て
首
座
を
勤
め
て
い
た
。
一
二
二
〇
年
明
州
清
涼
寺
の
住
持
が
欠
け
、
慶
元
府
知
事
が
取
り
仕
切
る
公
選
と
籤
引
の
手
続
き
の
結
果
、
招
請
を
受
け
清
涼
寺
に
初
住
し
た?４）
。
一
二
二
三
年
に
は
、「
京
師
諸
禅
」
に
推
挙
さ
れ
鎮
江
の
焦
山
普
済
寺
の
住
持
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
仏
教
に
肩
入
れ
す
る
時
の
大
丞
相
史
彌
遠
（
｜
一
二
三
三?５）
）
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
次
に
一
二
二
五
年
、
雪
山
資
聖
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
二
二
七
年
に
は
、
史
彌
遠
が
集
め
た
輦
下
の
諸
山
に
よ
っ
て
公
挙
さ
れ
、
明
州
阿
育
王
山
広
利
寺
の
住
持
と
な
り
、
寺
を
一
新
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
南
宋
五
山
に
お
け
る
四
川
出
身
僧
の
全
盛
時
代
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た?６）
。
一
二
三
二
年
、
勅
命
に
よ
り
径
山
万
寿
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
そ
の
時
史
彌
遠
に
は
諸
堂
を
改
修
す
る
よ
う
促
さ
れ
た
が
、
翌
一
二
三
三
年
四
月
二
一
日
径
山
は
炎
上
し
た
。
理
宗
皇
帝
は
、
た
だ
ち
に
謝
罪
に
赴
い
た
無
準
師
範
に
空
名
度
牒?７）
百
道
を
与
え
て
慰
留
し
、
復
興
の
た
め
に
寺
に
五
十
道
を
賜
わ
り
、
さ
ら
に
七
月
一
五
日
無
準
師
範
を
修
政
殿
に
招
い
て
説
法
を
聴
い
た
。
こ
の
評
判
に
よ
り
、
士
大
夫
か
ら
の
喜
捨
が
さ
か
ん
と
な
り
、
南
国
か
ら
の
献
金
、
労
力
奉
仕
な
ど
も
あ
り
、
特
に
蒙
古
と
対
戦
し
て
い
た
王
の
協
力
が
著
し
か
っ
た?８）
。
史
彌
遠
は
同
年
一
〇
月
二
四
日
病
没
し
て
い
る
。
一
二
三
六
年
、
径
山
が
再
建
さ
れ
た?９）
。
一
二
三
九
年
、
理
宗
皇
帝
は
無
準
師
範
に
仏
鑑
禅
師
の
号
を
賜
わ
っ
た
。
こ
の
間
一
二
三
五
年
入
宋
し
た
円
爾
弁
円
が
、
無
準
師
範
の
も
と
で
参
禅
を
始
め
、
一
二
四
一
年
径
山
を
辞
し
て
日
本
に
帰
る
ま
で
、
径
山
で
の
修
行
生
活
を
送
っ
て
い
る?10）
。
一
二
四
二
年
、
径
山
が
再
び
炎
上
し
た
。
既
に
日
本
に
戻
っ
て
い
た
円
爾
弁
円
は
、
貿
易
商
謝
国
明
の
協
力
な
ど
を
得
て
大
規
模
な
物
質
的
支
援
を
お
こ
な
い?11）
、
一
二
四
八
年
、
径
山
の
再
復
興
が
成
就
し
た
。
こ
れ
は
、
無
準
師
範
の
教
団
運
営
の
国
際
化
傾
向
が
も
た
ら
し
た
直
接
的
成
果
で
あ
り
、
蒙
古
の
波
状
的
な
侵
入
に
曝
さ
れ
て
い
た
南
宋
社
会
に
と
っ
て
、
記
念
碑
的
な
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。一
二
四
九
年
三
月
一
八
日
無
準
師
範
が
示
寂
し
た
。
入
宋
し
無
準
師
範
に
参
禅
し
た
日
本
僧
に
は
、
円
爾
弁
円
無
外
爾
円
覚
琳
神
子
栄
尊
妙
見
道
祐
悟
空
敬
念
一
翁
印
豪
性
心
音
兄
印
上
人
法
心
性
才
ら
が
い
る
。
ま
た
蘭
渓
道
隆
は
、
来
日
の
前
に
無
準
師
範
ひ
き
い
る
径
山
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
後
来
日
し
た
兀
庵
普
寧
無
学
祖
元
は
、
と
も
に
無
準
師
範
に
嗣
法
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
無
準
師
範
は
、
一
二
世
紀
以
来
日
本
僧
と
接
触
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
四
川
出
身
僧?12）
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
五
山
に
君
臨
し
て
四
川
出
身
僧
の
全
盛
時
代
を
も
た
ら
し
た
。
政
界
の
中
枢
を
担
っ
た
史
彌
遠
に
信
頼
さ
れ
、
さ
ら
に
蒙
古
と
戦
う
武
将
王
と
親
し
か
っ
た
。
南
宋
社
会
に
活
躍
し
た
禅
僧
の
重
鎮
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
円
爾
弁
円
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
日
本
か
ら
の
入
宋
僧
を
受
け
容
れ
、
無
学
祖
元
ら
有
力
門
弟
は
、
来
日
し
て
鎌
倉
時
代
の
禅
宗
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
禅
宗
と
比
較
す
る
上
に
お
い
て
も
、
ま
こ
と
に
相
応
し
い
ケ
ー
ス
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
?２
）
福
嶋
俊
翁
『
仏
鑑
禅
師
』
大
本
山
東
福
寺
、
一
九
五
〇
年
（『
福
嶋
俊
翁
著
作
集
』
第
二
巻
所
収
）。
主
な
伝
記
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
次
節
参
照
。
?３
）
瞎
堂
慧
遠
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
「
虎
丘
紹
隆
と
大
慧
宗
杲
」
（『
仏
教
史
学
研
究
』
25
｜
１
、
一
九
八
二
年
）
に
「
霊
隠
仏
海
禅
師
遠
公
塔
銘
」
の
翻
刻
・
和
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
関
連
法
系
の
略
図
円
悟
克
勤
瞎
堂
慧
遠
老
尭
首
座
覚
阿
大
慧
宗
杲
｜
拙
庵
徳
光
｜
大
日
房
能
忍
虎
丘
紹
隆
｜
応
庵
曇
華
｜
密
庵
咸
傑
破
庵
祖
先
｜
無
準
師
範
円
爾
弁
円
無
学
祖
元
松
源
崇
岳
掩
室
善
開
｜
石
渓
心
月
無
明
慧
性
｜
蘭
渓
道
隆
?４
）
こ
の
史
料
は
、
注
?24
）?25
）に
引
用
し
て
あ
る
。
石
川
重
雄
「
宋
代
勅
差
住
持
制
小
考
｜
高
麗
寺
尚
書
牒
碑
を
て
が
か
り
に
｜
」（『
宋
代
の
政
治
と
社
会
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。
?５
）
史
彌
遠
と
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
「
史
彌
遠
と
禅
宗
｜
如
浄
の
五
山
入
院
の
背
景
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
宗
学
研
究
』
26
、
一
九
八
四
年
、
同
著
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
第
五
章
第
二
節
所
収
）
参
照
。
?６
）
菅
原
昭
英
「
江
南
に
お
け
る
四
川
僧
と
日
本
僧
の
出
会
い
（
続
）」『
宗
学
研
究
』
41
、
一
九
九
九
年
。
?７
）
空
名
度
牒
に
つ
い
て
は
、
高
雄
義
堅
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』
第
一
章
（
百
華
苑
、
一
九
七
五
年
）、
竺
沙
雅
章『
中
国
仏
教
社
会
史
研
究
』前
編
第
一
章（
同
朋
舎
、
一
九
八
二
年
）
等
参
照
。
?８
）
菅
原
昭
英
「
江
南
に
お
け
る
四
川
僧
と
日
本
僧
の
出
会
い
（
結
）」『
宗
学
研
究
』
42
、
二
〇
〇
〇
年
。
?９
）
石
井
修
道
「
中
国
の
五
山
十
刹
制
度
の
基
礎
的
研
究
」（
二
）（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
14
、
一
九
八
三
年
）
に
、
こ
の
時
の
「
径
山
禅
寺
重
建
記
」
の
翻
刻
校
訂
・
和
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
?10
）
『
東
福
寺
開
山
聖
一
国
師
年
譜
』嘉
禎
元
年
条
以
降
。
円
爾
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
白
石
芳
留
『
東
福
寺
誌
』（
大
本
山
東
福
寺
、
一
九
三
〇
年
）
参
照
。
?11
）
川
添
昭
二
「
承
天
寺
の
開
創
と
博
多
綱
首
謝
国
明
」『
九
州
史
学
』
88
〜
90
合
併
号
、
一
九
八
七
年
。
?12
）
菅
原
昭
英
「
江
南
に
お
け
る
四
川
僧
と
日
本
僧
の
出
会
い
」『
宗
学
研
究
』
40
、
一
九
九
八
年
。
二
、
夢
語
り
を
伝
え
る
史
料
無
準
師
範
に
か
か
わ
る
夢
語
り
は
、
伝
記
の
史
料
に
伝
わ
る
も
の
と
、
語
録
に
見
え
る
も
の
と
が
あ
る
。
し
か
し
伝
記
系
統
と
語
録
系
統
と
で
は
、
夢
語
り
の
様
相
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
は
無
準
師
範
の
夢
語
り
を
考
え
る
上
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
は
じ
め
に
両
系
統
の
史
料
が
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
4 ― ―3――
意
注
動
作
字
・
移
動
注
意
→
←
作
字
・
移
出
会
い
、
明
州（
慶
元
府
、
寧
波
）の
阿
育
王
山
の
東
庵
に
お
い
て
は
拙
庵
徳
光（
一
一
二
一
｜
一
二
〇
三
、
江
西
省
出
身
、
日
本
僧
大
日
房
能
忍
の
師
と
な
っ
た
）に
ま
み
え
て
、
嘱
目
さ
れ
た
。
一
一
九
九
年
、
杭
州
霊
隠
寺
に
お
い
て
虎
丘
派
の
松
源
崇
岳（
一
一
三
一
｜
一
二
〇
二
、
浙
江
省
出
身
）
に
参
禅
し
、
さ
ら
に
は
蘇
州
の
霊
巌
山
秀
峯
寺
に
お
い
て
虎
丘
派
の
破
庵
祖
先
（
一
一
三
六
｜
一
二
一
一
、
四
川
省
出
身
）
に
参
じ
て
大
悟
し
た
。
そ
の
後
、
霊
隠
寺
首
座
や
杭
州
広
恵
寺
開
山
に
招
か
れ
た
破
庵
祖
先
に
従
い
、
あ
る
い
は
息
庵
達
観
の
住
持
す
る
天
童
寺
に
参
ず
る
な
ど
し
て
磨
き
を
か
け
て
い
る
。
た
ま
た
ま
石
渓
心
月
（
｜
一
二
五
四
、
四
川
省
出
身
）
と
連
れ
立
っ
て
台
州
の
瑞
巖
寺
に
行
き
、
住
持
雲
巣
道
巖
に
頼
ま
れ
て
首
座
を
勤
め
て
い
た
。
一
二
二
〇
年
明
州
清
涼
寺
の
住
持
が
欠
け
、
慶
元
府
知
事
が
取
り
仕
切
る
公
選
と
籤
引
の
手
続
き
の
結
果
、
招
請
を
受
け
清
涼
寺
に
初
住
し
た?４）
。
一
二
二
三
年
に
は
、「
京
師
諸
禅
」
に
推
挙
さ
れ
鎮
江
の
焦
山
普
済
寺
の
住
持
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
仏
教
に
肩
入
れ
す
る
時
の
大
丞
相
史
彌
遠
（
｜
一
二
三
三?５）
）
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
次
に
一
二
二
五
年
、
雪
山
資
聖
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
二
二
七
年
に
は
、
史
彌
遠
が
集
め
た
輦
下
の
諸
山
に
よ
っ
て
公
挙
さ
れ
、
明
州
阿
育
王
山
広
利
寺
の
住
持
と
な
り
、
寺
を
一
新
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
南
宋
五
山
に
お
け
る
四
川
出
身
僧
の
全
盛
時
代
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た?６）
。
一
二
三
二
年
、
勅
命
に
よ
り
径
山
万
寿
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
そ
の
時
史
彌
遠
に
は
諸
堂
を
改
修
す
る
よ
う
促
さ
れ
た
が
、
翌
一
二
三
三
年
四
月
二
一
日
径
山
は
炎
上
し
た
。
理
宗
皇
帝
は
、
た
だ
ち
に
謝
罪
に
赴
い
た
無
準
師
範
に
空
名
度
牒?７）
百
道
を
与
え
て
慰
留
し
、
復
興
の
た
め
に
寺
に
五
十
道
を
賜
わ
り
、
さ
ら
に
七
月
一
五
日
無
準
師
範
を
修
政
殿
に
招
い
て
説
法
を
聴
い
た
。
こ
の
評
判
に
よ
り
、
士
大
夫
か
ら
の
喜
捨
が
さ
か
ん
と
な
り
、
南
国
か
ら
の
献
金
、
労
力
奉
仕
な
ど
も
あ
り
、
特
に
蒙
古
と
対
戦
し
て
い
た
王
の
協
力
が
著
し
か
っ
た?８）
。
史
彌
遠
は
同
年
一
〇
月
二
四
日
病
没
し
て
い
る
。
一
二
三
六
年
、
径
山
が
再
建
さ
れ
た?９）
。
一
二
三
九
年
、
理
宗
皇
帝
は
無
準
師
範
に
仏
鑑
禅
師
の
号
を
賜
わ
っ
た
。
こ
の
間
一
二
三
五
年
入
宋
し
た
円
爾
弁
円
が
、
無
準
師
範
の
も
と
で
参
禅
を
始
め
、
一
二
四
一
年
径
山
を
辞
し
て
日
本
に
帰
る
ま
で
、
径
山
で
の
修
行
生
活
を
送
っ
て
い
る?10）
。
一
二
四
二
年
、
径
山
が
再
び
炎
上
し
た
。
既
に
日
本
に
戻
っ
て
い
た
円
爾
弁
円
は
、
貿
易
商
謝
国
明
の
協
力
な
ど
を
得
て
大
規
模
な
物
質
的
支
援
を
お
こ
な
い?11）
、
一
二
四
八
年
、
径
山
の
再
復
興
が
成
就
し
た
。
こ
れ
は
、
無
準
師
範
の
教
団
運
営
の
国
際
化
傾
向
が
も
た
ら
し
た
直
接
的
成
果
で
あ
り
、
蒙
古
の
波
状
的
な
侵
入
に
曝
さ
れ
て
い
た
南
宋
社
会
に
と
っ
て
、
記
念
碑
的
な
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。一
二
四
九
年
三
月
一
八
日
無
準
師
範
が
示
寂
し
た
。
入
宋
し
無
準
師
範
に
参
禅
し
た
日
本
僧
に
は
、
円
爾
弁
円
無
外
爾
円
覚
琳
神
子
栄
尊
妙
見
道
祐
悟
空
敬
念
一
翁
印
豪
性
心
音
兄
印
上
人
法
心
性
才
ら
が
い
る
。
ま
た
蘭
渓
道
隆
は
、
来
日
の
前
に
無
準
師
範
ひ
き
い
る
径
山
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
後
来
日
し
た
兀
庵
普
寧
無
学
祖
元
は
、
と
も
に
無
準
師
範
に
嗣
法
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
無
準
師
範
は
、
一
二
世
紀
以
来
日
本
僧
と
接
触
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
四
川
出
身
僧?12）
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
五
山
に
君
臨
し
て
四
川
出
身
僧
の
全
盛
時
代
を
も
た
ら
し
た
。
政
界
の
中
枢
を
担
っ
た
史
彌
遠
に
信
頼
さ
れ
、
さ
ら
に
蒙
古
と
戦
う
武
将
王
と
親
し
か
っ
た
。
南
宋
社
会
に
活
躍
し
た
禅
僧
の
重
鎮
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
円
爾
弁
円
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
日
本
か
ら
の
入
宋
僧
を
受
け
容
れ
、
無
学
祖
元
ら
有
力
門
弟
は
、
来
日
し
て
鎌
倉
時
代
の
禅
宗
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
禅
宗
と
比
較
す
る
上
に
お
い
て
も
、
ま
こ
と
に
相
応
し
い
ケ
ー
ス
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
?２
）
福
嶋
俊
翁
『
仏
鑑
禅
師
』
大
本
山
東
福
寺
、
一
九
五
〇
年
（『
福
嶋
俊
翁
著
作
集
』
第
二
巻
所
収
）。
主
な
伝
記
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
次
節
参
照
。
?３
）
瞎
堂
慧
遠
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
「
虎
丘
紹
隆
と
大
慧
宗
杲
」
（『
仏
教
史
学
研
究
』
25
｜
１
、
一
九
八
二
年
）
に
「
霊
隠
仏
海
禅
師
遠
公
塔
銘
」
の
翻
刻
・
和
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
関
連
法
系
の
略
図
円
悟
克
勤
瞎
堂
慧
遠
老
尭
首
座
覚
阿
大
慧
宗
杲
｜
拙
庵
徳
光
｜
大
日
房
能
忍
虎
丘
紹
隆
｜
応
庵
曇
華
｜
密
庵
咸
傑
破
庵
祖
先
｜
無
準
師
範
円
爾
弁
円
無
学
祖
元
松
源
崇
岳
掩
室
善
開
｜
石
渓
心
月
無
明
慧
性
｜
蘭
渓
道
隆
?４
）
こ
の
史
料
は
、
注
?24
）?25
）に
引
用
し
て
あ
る
。
石
川
重
雄
「
宋
代
勅
差
住
持
制
小
考
｜
高
麗
寺
尚
書
牒
碑
を
て
が
か
り
に
｜
」（『
宋
代
の
政
治
と
社
会
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。
?５
）
史
彌
遠
と
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
「
史
彌
遠
と
禅
宗
｜
如
浄
の
五
山
入
院
の
背
景
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
宗
学
研
究
』
26
、
一
九
八
四
年
、
同
著
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
第
五
章
第
二
節
所
収
）
参
照
。
?６
）
菅
原
昭
英
「
江
南
に
お
け
る
四
川
僧
と
日
本
僧
の
出
会
い
（
続
）」『
宗
学
研
究
』
41
、
一
九
九
九
年
。
?７
）
空
名
度
牒
に
つ
い
て
は
、
高
雄
義
堅
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』
第
一
章
（
百
華
苑
、
一
九
七
五
年
）、
竺
沙
雅
章『
中
国
仏
教
社
会
史
研
究
』前
編
第
一
章（
同
朋
舎
、
一
九
八
二
年
）
等
参
照
。
?８
）
菅
原
昭
英
「
江
南
に
お
け
る
四
川
僧
と
日
本
僧
の
出
会
い
（
結
）」『
宗
学
研
究
』
42
、
二
〇
〇
〇
年
。
?９
）
石
井
修
道
「
中
国
の
五
山
十
刹
制
度
の
基
礎
的
研
究
」（
二
）（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
14
、
一
九
八
三
年
）
に
、
こ
の
時
の
「
径
山
禅
寺
重
建
記
」
の
翻
刻
校
訂
・
和
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
?10
）
『
東
福
寺
開
山
聖
一
国
師
年
譜
』嘉
禎
元
年
条
以
降
。
円
爾
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
白
石
芳
留
『
東
福
寺
誌
』（
大
本
山
東
福
寺
、
一
九
三
〇
年
）
参
照
。
?11
）
川
添
昭
二
「
承
天
寺
の
開
創
と
博
多
綱
首
謝
国
明
」『
九
州
史
学
』
88
〜
90
合
併
号
、
一
九
八
七
年
。
?12
）
菅
原
昭
英
「
江
南
に
お
け
る
四
川
僧
と
日
本
僧
の
出
会
い
」『
宗
学
研
究
』
40
、
一
九
九
八
年
。
二
、
夢
語
り
を
伝
え
る
史
料
無
準
師
範
に
か
か
わ
る
夢
語
り
は
、
伝
記
の
史
料
に
伝
わ
る
も
の
と
、
語
録
に
見
え
る
も
の
と
が
あ
る
。
し
か
し
伝
記
系
統
と
語
録
系
統
と
で
は
、
夢
語
り
の
様
相
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
は
無
準
師
範
の
夢
語
り
を
考
え
る
上
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
は
じ
め
に
両
系
統
の
史
料
が
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
4 ― ―3――
意
注
動
作
字
・
移
動
注
意
→
←
作
字
・
移
?一
）
伝
記
史
料
の
特
色
無
準
師
範
の
伝
記
に
は
、
本
人
の
生
存
中
に
作
成
さ
れ
た
行
状
と
寂
後
ま
も
な
く
に
作
成
さ
れ
た
行
状
が
あ
り
、
歴
史
的
事
実
と
い
う
点
で
は
い
ず
れ
も
信
憑
性
が
高
い
。
【
１
】
徳
如
の
『
仏
鑑
禅
師
行
状
』
の
成
立
事
情
は
、
そ
の
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
二
三
五
年
か
ら
一
二
四
一
年
ま
で
入
宋
し
無
準
師
範
の
も
と
で
修
行
し
、
職
事（
侍
者
）の
役
職
を
与
え
ら
れ
て
い
た
円
爾
弁
円
は
、
故
国
に
帰
っ
て
か
ら
の
質
問
に
備
え
た
る
た
め
、
無
準
師
範
の
生
活
歴
の
様
子
を
知
っ
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
。
侍
者
で
あ
っ
た
徳
如
は
、
無
準
師
範
に
最
も
長
く
仕
え
、
師
の
生
活
史
の
全
般
を
ほ
ぼ
知
っ
て
い
た
の
で
、
特
に
記
録
し
て
こ
れ
を
円
爾
弁
円
に
贈
っ
た
。
と
い
う
も
の
で
嘉
熈
己
亥
（
一
二
三
九
）
八
月
旦
の
日
付
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
あ
と
に
、
淳
祐
元
年
（
一
二
四
一
）
正
月
二
三
日
の
日
付
で
「
特
賜
円
照
」
と
い
う
無
準
師
範
の
自
署
が
あ
る
。
理
宗
皇
帝
が
彼
に
「
円
照
」
の
加
号
を
賜
っ
た
の
が
こ
の
日
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
追
記
は
、
本
人
が
本
書
に
事
実
の
間
違
い
の
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
に
も
な
る
。
原
本
は
東
福
寺
所
蔵
で
五
幅
に
表
装
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
そ
の
影
写
本
が
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
影
写
本
に
よ
っ
た?13）
。
【
２
】
無
文
道
（
｜
一
二
七
一
）
の
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』
の
成
立
事
情
は
、
や
は
り
そ
の
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
私
（
無
文
道
）
は
径
山
に
ま
み
え
来
た
り
、
師
（
無
準
師
範
）
の
座
に
ま
ま
侍
っ
た
。
師
は
私
の
愚
凡
な
る
の
を
卑
し
ま
ず
、
ご
自
分
の
家
世
の
本
支
、
出
処
の
次
第
、
師
友
の
淵
源
を
詳
ら
か
に
教
え
ら
れ
た
。
私
は
か
に
そ
の
他
の
こ
と
ど
も
を
も
聴
き
出
し
、
心
に
留
め
て
忘
れ
な
い
よ
う
こ
れ
謹
ん
だ
。
因
み
に
暁
瑩
（
仲
温
）
が
浮
山
円
鑑
（
浮
山
法
遠
）
の
有
様
を
書
き
、
寂
音
（
覚
範
慧
洪
）
が
石
門
雲
庵
の
伝
を
な
し
た
の
（
先
例
）
を
思
っ
た
。
起
居
言
動
は
粟
も
遺
さ
ず
に
、
そ
の
師
の
生
き
た
様
を
筆
墨
で
表
現
し
、
暇
日
聞
き
得
た
と
こ
ろ
を
叙
次
し
た
。
以
て
侍
史
に
付
し
、
他
日
の
大
書
深
刻
の
張
本
と
な
し
た
い
。（
私
は
）
晩
学
に
し
て
不
文
、
固
よ
り
前
輩
に
肩
を
並
べ
る
べ
く
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
義
理
は
人
々
の
心
に
こ
そ
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
古
今
天
下
に
お
い
て
意
見
の
二
分
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る?14）
。」本
稿
に
お
い
て
は
、『
卍
続
蔵
経
』
所
収
の
『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻
六
に
附
収
さ
れ
て
い
る
も
の
に
拠
り
、
応
安
三
年
刊
記
の
五
山
版
で
校
訂
し
た
。
な
お
東
福
寺
に
は
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
、
本
文
の
若
干
異
な
る
重
要
文
化
財
の
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
福
嶋
俊
翁
『
仏
鑑
禅
師
』
等
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る?15）
。
こ
れ
に
よ
る
と
東
福
寺
所
蔵
本
に
は
巻
末
の
文
章
の
あ
と
に
、「
淳
祐
己
酉
（
一
二
四
九
）
中
夏
（
五
月
）
参
学
道
拝
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
以
上
二
つ
の
伝
記
の
特
色
は
、
著
者
が
い
ず
れ
も
無
準
師
範
に
近
侍
す
る
門
弟
・
侍
者
で
あ
り
、
し
か
も
無
準
師
範
自
身
が
そ
の
成
立
の
過
程
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
師
弟
共
通
の
課
題
は
、
事
実
が
正
確
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
後
世
に
伝
え
た
い
信
仰
指
導
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
明
に
す
る
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
３
】
劉
克
荘
「
径
山
仏
鑑
禅
師
（
墓
碑
銘
）」
の
著
者
、
劉
克
荘
（
一
一
八
七
｜
一
二
六
九
）
は
、
文
人
・
政
治
家
で
、
真
徳
秀
（
西
山
、
一
一
七
八
｜
一
二
三
五
）
の
門
人
で
あ
る?16）
。
著
書
に
『
後
村
集
』
五
〇
巻
が
あ
り
、
こ
の
墓
碑
銘
も
収
録
さ
れ
て
い
る?17）
。
【
４
】
呉
泳
「
径
山
禅
寺
重
建
記
」（『
咸
淳
臨
安
志
』『
鶴
林
集
』『
径
山
志
』
所
収
、
石
井
修
道
訳
あ
り?18）
。）
の
著
者
、
呉
泳
は
、
四
川
省
川
出
身
の
儒
者
・
政
治
家
で
、
同
じ
く
四
川
出
身
の
儒
者
・
政
治
家
と
し
て
四
川
で
善
政
を
行
っ
た
魏
鶴
山
（
了
翁
、
一
一
七
八
｜
一
二
三
七
）
の
門
人
で
あ
る?19）
。
著
書
に
『
鶴
林
集
』
が
あ
る
。
無
準
師
範
と
は
、
同
郷
の
誼
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
は
、
儒
家
の
文
章
で
あ
る
。
劉
克
荘
の
儒
学
の
師
は
、
真
徳
秀
（
西
山
）
で
あ
り
、
呉
泳
の
儒
学
の
師
は
、
魏
鶴
山
（
了
翁
）
で
あ
っ
た
。
真
徳
秀
は
、
福
建
省
の
人
で
あ
る
が
、
魏
鶴
山
の
講
友
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
政
治
家
と
し
て
嘱
望
さ
れ
、
中
央
に
も
召
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
が
、
寧
宗
・
理
宗
時
代
の
実
力
者
史
彌
遠
（
｜
一
二
三
三
）
を
批
判
し
て
左
遷
さ
れ
、
史
彌
遠
の
死
後
に
返
り
咲
い
て
活
躍
し
た
。
無
準
師
範
は
、
一
二
二
三
年
、
鎮
江
の
焦
山
普
済
寺
の
住
持
と
な
っ
た
時
、
史
彌
遠
の
推
挙
が
あ
り
、
以
後
阿
育
王
山
の
時
も
、
径
山
の
時
も
そ
の
バ
ッ
ク
に
史
彌
遠
が
い
た
。
史
彌
遠
死
後
、
今
度
は
史
彌
遠
に
痛
め
つ
け
ら
れ
た
人
物
た
ち
の
門
下
が
無
準
師
範
を
支
持
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
劉
克
荘
も
呉
泳
も
儒
者
・
政
治
家
で
は
あ
る
が
、
南
宋
の
皇
帝
や
国
家
の
も
と
で
の
官
僚
的
な
役
職
を
離
れ
て
、
基
本
的
に
は
と
も
に
無
準
師
範
の
あ
り
か
た
に
共
感
す
る
立
場
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
史
彌
遠
と
い
う
人
物
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
る
部
分
が
、
史
彌
遠
生
存
中
の
公
式
的
な
説
明
と
は
違
っ
た
側
面
に
、
敢
え
て
比
重
を
置
い
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
特
色
は
、
出
家
と
在
俗
の
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
無
準
師
範
に
対
す
る
個
人
的
信
頼
関
係
を
土
台
に
し
て
、
天
下
の
信
仰
指
導
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
無
準
師
範
と
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
は
ず
の
権
力
者
史
彌
遠
が
死
去
し
、
南
宋
国
家
の
政
策
が
変
更
さ
れ
て
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
間
接
的
な
伝
記
資
料
と
し
て
、
円
爾
弁
円
の
『
聖
一
国
師
年
譜
』
仁
治
二
年
条
に
、
無
準
師
範
の
夢
語
り
と
も
思
し
き
記
事
が
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
成
立
事
情
の
ま
っ
た
く
異
な
る
史
料
な
の
で
、
別
途
に
考
え
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
?二
）
語
録
史
料
の
特
質
『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』五
巻
は
、
直
弟
子
た
ち
が
編
集
し
て
お
り
、
淳
祐
一
一
年
（
一
二
五
一
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
史
実
と
し
て
の
信
頼
性
は
高
い
。
南
宋
時
代
の
語
録
は
、
有
力
禅
宗
寺
院
の
住
持
と
し
て
公
的
な
責
任
を
帯
び
た
当
事
者
の
言
行
記
録
で
あ
る
。
語
録
の
中
核
は
、
寺
院
住
持
と
し
て
赴
任
し
た
際
の
入
寺
法
語?20）
や
、
住
持
が
法
堂
の
須
弥
壇
に
上
が
り
修
行
僧
等
の
大
衆
に
対
し
て
行
な
う
最
も
公
式
の
説
法
で
あ
る
上
堂
法
語
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
語
の
な
か
に
、
禅
宗
寺
院
の
住
持
の
公
的
な
立
場
が
集
約
的
に
表
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
無
準
師
範
の
語
録
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
ま
ず
入
寺
法
語
と
し
て
は
上
堂
す
る
前
に
三
門
・
仏
殿
・
方
丈
・
拈
府
帖
?
勅
黄
?・
拈
法
衣
・
法
座
の
法
語
を
唱
え
、
上
堂
し
て
祝
聖
・
檀
那
香
・
嗣
承
香
の
法
語
を
述
べ
る
。
次
に
さ
ま
ざ
ま
の
年
間
行
事
に
あ
た
っ
て
の
上
堂
法
語
が
あ
る
。
正
月
の
元
旦
、
正
月
五
日
の
天
基
節
、
正
月
十
五
日
元
宵
（
上
元
）、
二
月
一
五
日
仏
涅
槃
、
四
月
八
日
浴
仏
、
四
月
一
五
日
結
制
、
五
月
五
日
端
午
、
六
月
一
九
日
破
庵
和
尚
忌
、
七
月
一
五
日
解
制
（
解
夏
）、
八
月
一
五
日
中
秋
、
九
月
九
日
重
陽（
重
九
）、
一
〇
月
一
日
開
炉
、
一
一
月
一
日
?
朔
旦
?
冬
至
（
冬
節
）、
一
二
月
八
日
仏
成
道
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
釈
尊
に
か
ん
す
る
浴
仏
・
仏
成
道
・
仏
涅
槃
の
三
仏
忌
や
嗣
法
の
師
の
忌
日
破
庵
和
尚
忌
、
僧
堂
の
行
事
、
皇
帝
の
誕
生
日
、
暦
に
あ
わ
せ
た
世
俗
の
年
中
行
事
な
ど
が
、
い
り
ま
じ
っ
て
い
る?21）
。
そ
の
ほ
か
に
、
― ―6 ― ―5
?一
）
伝
記
史
料
の
特
色
無
準
師
範
の
伝
記
に
は
、
本
人
の
生
存
中
に
作
成
さ
れ
た
行
状
と
寂
後
ま
も
な
く
に
作
成
さ
れ
た
行
状
が
あ
り
、
歴
史
的
事
実
と
い
う
点
で
は
い
ず
れ
も
信
憑
性
が
高
い
。
【
１
】
徳
如
の
『
仏
鑑
禅
師
行
状
』
の
成
立
事
情
は
、
そ
の
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
二
三
五
年
か
ら
一
二
四
一
年
ま
で
入
宋
し
無
準
師
範
の
も
と
で
修
行
し
、
職
事（
侍
者
）の
役
職
を
与
え
ら
れ
て
い
た
円
爾
弁
円
は
、
故
国
に
帰
っ
て
か
ら
の
質
問
に
備
え
た
る
た
め
、
無
準
師
範
の
生
活
歴
の
様
子
を
知
っ
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
。
侍
者
で
あ
っ
た
徳
如
は
、
無
準
師
範
に
最
も
長
く
仕
え
、
師
の
生
活
史
の
全
般
を
ほ
ぼ
知
っ
て
い
た
の
で
、
特
に
記
録
し
て
こ
れ
を
円
爾
弁
円
に
贈
っ
た
。
と
い
う
も
の
で
嘉
熈
己
亥
（
一
二
三
九
）
八
月
旦
の
日
付
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
あ
と
に
、
淳
祐
元
年
（
一
二
四
一
）
正
月
二
三
日
の
日
付
で
「
特
賜
円
照
」
と
い
う
無
準
師
範
の
自
署
が
あ
る
。
理
宗
皇
帝
が
彼
に
「
円
照
」
の
加
号
を
賜
っ
た
の
が
こ
の
日
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
追
記
は
、
本
人
が
本
書
に
事
実
の
間
違
い
の
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
に
も
な
る
。
原
本
は
東
福
寺
所
蔵
で
五
幅
に
表
装
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
そ
の
影
写
本
が
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
影
写
本
に
よ
っ
た?13）
。
【
２
】
無
文
道
（
｜
一
二
七
一
）
の
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』
の
成
立
事
情
は
、
や
は
り
そ
の
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
私
（
無
文
道
）
は
径
山
に
ま
み
え
来
た
り
、
師
（
無
準
師
範
）
の
座
に
ま
ま
侍
っ
た
。
師
は
私
の
愚
凡
な
る
の
を
卑
し
ま
ず
、
ご
自
分
の
家
世
の
本
支
、
出
処
の
次
第
、
師
友
の
淵
源
を
詳
ら
か
に
教
え
ら
れ
た
。
私
は
か
に
そ
の
他
の
こ
と
ど
も
を
も
聴
き
出
し
、
心
に
留
め
て
忘
れ
な
い
よ
う
こ
れ
謹
ん
だ
。
因
み
に
暁
瑩
（
仲
温
）
が
浮
山
円
鑑
（
浮
山
法
遠
）
の
有
様
を
書
き
、
寂
音
（
覚
範
慧
洪
）
が
石
門
雲
庵
の
伝
を
な
し
た
の
（
先
例
）
を
思
っ
た
。
起
居
言
動
は
粟
も
遺
さ
ず
に
、
そ
の
師
の
生
き
た
様
を
筆
墨
で
表
現
し
、
暇
日
聞
き
得
た
と
こ
ろ
を
叙
次
し
た
。
以
て
侍
史
に
付
し
、
他
日
の
大
書
深
刻
の
張
本
と
な
し
た
い
。（
私
は
）
晩
学
に
し
て
不
文
、
固
よ
り
前
輩
に
肩
を
並
べ
る
べ
く
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
義
理
は
人
々
の
心
に
こ
そ
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
古
今
天
下
に
お
い
て
意
見
の
二
分
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る?14）
。」本
稿
に
お
い
て
は
、『
卍
続
蔵
経
』
所
収
の
『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻
六
に
附
収
さ
れ
て
い
る
も
の
に
拠
り
、
応
安
三
年
刊
記
の
五
山
版
で
校
訂
し
た
。
な
お
東
福
寺
に
は
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
、
本
文
の
若
干
異
な
る
重
要
文
化
財
の
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
福
嶋
俊
翁
『
仏
鑑
禅
師
』
等
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る?15）
。
こ
れ
に
よ
る
と
東
福
寺
所
蔵
本
に
は
巻
末
の
文
章
の
あ
と
に
、「
淳
祐
己
酉
（
一
二
四
九
）
中
夏
（
五
月
）
参
学
道
拝
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
以
上
二
つ
の
伝
記
の
特
色
は
、
著
者
が
い
ず
れ
も
無
準
師
範
に
近
侍
す
る
門
弟
・
侍
者
で
あ
り
、
し
か
も
無
準
師
範
自
身
が
そ
の
成
立
の
過
程
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
師
弟
共
通
の
課
題
は
、
事
実
が
正
確
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
後
世
に
伝
え
た
い
信
仰
指
導
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
明
に
す
る
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
３
】
劉
克
荘
「
径
山
仏
鑑
禅
師
（
墓
碑
銘
）」
の
著
者
、
劉
克
荘
（
一
一
八
七
｜
一
二
六
九
）
は
、
文
人
・
政
治
家
で
、
真
徳
秀
（
西
山
、
一
一
七
八
｜
一
二
三
五
）
の
門
人
で
あ
る?16）
。
著
書
に
『
後
村
集
』
五
〇
巻
が
あ
り
、
こ
の
墓
碑
銘
も
収
録
さ
れ
て
い
る?17）
。
【
４
】
呉
泳
「
径
山
禅
寺
重
建
記
」（『
咸
淳
臨
安
志
』『
鶴
林
集
』『
径
山
志
』
所
収
、
石
井
修
道
訳
あ
り?18）
。）
の
著
者
、
呉
泳
は
、
四
川
省
川
出
身
の
儒
者
・
政
治
家
で
、
同
じ
く
四
川
出
身
の
儒
者
・
政
治
家
と
し
て
四
川
で
善
政
を
行
っ
た
魏
鶴
山
（
了
翁
、
一
一
七
八
｜
一
二
三
七
）
の
門
人
で
あ
る?19）
。
著
書
に
『
鶴
林
集
』
が
あ
る
。
無
準
師
範
と
は
、
同
郷
の
誼
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
は
、
儒
家
の
文
章
で
あ
る
。
劉
克
荘
の
儒
学
の
師
は
、
真
徳
秀
（
西
山
）
で
あ
り
、
呉
泳
の
儒
学
の
師
は
、
魏
鶴
山
（
了
翁
）
で
あ
っ
た
。
真
徳
秀
は
、
福
建
省
の
人
で
あ
る
が
、
魏
鶴
山
の
講
友
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
政
治
家
と
し
て
嘱
望
さ
れ
、
中
央
に
も
召
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
が
、
寧
宗
・
理
宗
時
代
の
実
力
者
史
彌
遠
（
｜
一
二
三
三
）
を
批
判
し
て
左
遷
さ
れ
、
史
彌
遠
の
死
後
に
返
り
咲
い
て
活
躍
し
た
。
無
準
師
範
は
、
一
二
二
三
年
、
鎮
江
の
焦
山
普
済
寺
の
住
持
と
な
っ
た
時
、
史
彌
遠
の
推
挙
が
あ
り
、
以
後
阿
育
王
山
の
時
も
、
径
山
の
時
も
そ
の
バ
ッ
ク
に
史
彌
遠
が
い
た
。
史
彌
遠
死
後
、
今
度
は
史
彌
遠
に
痛
め
つ
け
ら
れ
た
人
物
た
ち
の
門
下
が
無
準
師
範
を
支
持
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
劉
克
荘
も
呉
泳
も
儒
者
・
政
治
家
で
は
あ
る
が
、
南
宋
の
皇
帝
や
国
家
の
も
と
で
の
官
僚
的
な
役
職
を
離
れ
て
、
基
本
的
に
は
と
も
に
無
準
師
範
の
あ
り
か
た
に
共
感
す
る
立
場
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
史
彌
遠
と
い
う
人
物
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
る
部
分
が
、
史
彌
遠
生
存
中
の
公
式
的
な
説
明
と
は
違
っ
た
側
面
に
、
敢
え
て
比
重
を
置
い
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
特
色
は
、
出
家
と
在
俗
の
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
無
準
師
範
に
対
す
る
個
人
的
信
頼
関
係
を
土
台
に
し
て
、
天
下
の
信
仰
指
導
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
無
準
師
範
と
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
は
ず
の
権
力
者
史
彌
遠
が
死
去
し
、
南
宋
国
家
の
政
策
が
変
更
さ
れ
て
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
間
接
的
な
伝
記
資
料
と
し
て
、
円
爾
弁
円
の
『
聖
一
国
師
年
譜
』
仁
治
二
年
条
に
、
無
準
師
範
の
夢
語
り
と
も
思
し
き
記
事
が
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
成
立
事
情
の
ま
っ
た
く
異
な
る
史
料
な
の
で
、
別
途
に
考
え
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
?二
）
語
録
史
料
の
特
質
『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』五
巻
は
、
直
弟
子
た
ち
が
編
集
し
て
お
り
、
淳
祐
一
一
年
（
一
二
五
一
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
史
実
と
し
て
の
信
頼
性
は
高
い
。
南
宋
時
代
の
語
録
は
、
有
力
禅
宗
寺
院
の
住
持
と
し
て
公
的
な
責
任
を
帯
び
た
当
事
者
の
言
行
記
録
で
あ
る
。
語
録
の
中
核
は
、
寺
院
住
持
と
し
て
赴
任
し
た
際
の
入
寺
法
語?20）
や
、
住
持
が
法
堂
の
須
弥
壇
に
上
が
り
修
行
僧
等
の
大
衆
に
対
し
て
行
な
う
最
も
公
式
の
説
法
で
あ
る
上
堂
法
語
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
語
の
な
か
に
、
禅
宗
寺
院
の
住
持
の
公
的
な
立
場
が
集
約
的
に
表
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
無
準
師
範
の
語
録
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
ま
ず
入
寺
法
語
と
し
て
は
上
堂
す
る
前
に
三
門
・
仏
殿
・
方
丈
・
拈
府
帖
?
勅
黄
?・
拈
法
衣
・
法
座
の
法
語
を
唱
え
、
上
堂
し
て
祝
聖
・
檀
那
香
・
嗣
承
香
の
法
語
を
述
べ
る
。
次
に
さ
ま
ざ
ま
の
年
間
行
事
に
あ
た
っ
て
の
上
堂
法
語
が
あ
る
。
正
月
の
元
旦
、
正
月
五
日
の
天
基
節
、
正
月
十
五
日
元
宵
（
上
元
）、
二
月
一
五
日
仏
涅
槃
、
四
月
八
日
浴
仏
、
四
月
一
五
日
結
制
、
五
月
五
日
端
午
、
六
月
一
九
日
破
庵
和
尚
忌
、
七
月
一
五
日
解
制
（
解
夏
）、
八
月
一
五
日
中
秋
、
九
月
九
日
重
陽（
重
九
）、
一
〇
月
一
日
開
炉
、
一
一
月
一
日
?
朔
旦
?
冬
至
（
冬
節
）、
一
二
月
八
日
仏
成
道
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
釈
尊
に
か
ん
す
る
浴
仏
・
仏
成
道
・
仏
涅
槃
の
三
仏
忌
や
嗣
法
の
師
の
忌
日
破
庵
和
尚
忌
、
僧
堂
の
行
事
、
皇
帝
の
誕
生
日
、
暦
に
あ
わ
せ
た
世
俗
の
年
中
行
事
な
ど
が
、
い
り
ま
じ
っ
て
い
る?21）
。
そ
の
ほ
か
に
、
― ―6 ― ―5
臨
時
の
上
堂
が
あ
る
。（
一
）任
務
を
果
た
し
た
寺
内
の
役
職
へ
の
感
謝（
首
座
両
班
監
寺
西
堂
監
収
都
寺
な
ど
）（
二
）
住
持
が
勧
化
の
旅
か
ら
帰
っ
た
時
（
三
）特
別
の
客
僧
を
歓
迎
す
る
時（
四
）親
し
い
禅
僧
の
訃
報
を
受
け
た
時（
五
）
特
別
の
事
由
に
つ
い
て
皇
帝
に
対
し
感
謝
す
る
時
（
六
）
寺
院
の
大
事
件
（
た
と
え
ば
径
山
の
火
災
）
に
際
し
て
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
堂
法
語
の
記
録
さ
れ
て
い
る
様
相
は
、
同
時
代
の
禅
僧
の
語
録
と
ほ
と
ん
ど
共
通
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
住
持
寺
院
ご
と
に
編
集
さ
れ
、
ほ
ぼ
実
際
の
日
付
順
に
な
ら
ん
で
い
る
点
に
お
い
て
も
、
無
準
師
範
の
語
録
は
、
そ
の
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
こ
れ
ら
を
見
渡
す
と
、
入
寺
法
語
・
上
堂
法
語
の
公
的
性
格
が
、
二
つ
の
方
向
に
向
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
皇
帝
お
よ
び
国
家
の
官
僚
に
向
か
っ
て
、
公
的
寺
院
制
度
を
荷
っ
て
い
る
住
持
の
顔
で
あ
る
。
入
寺
法
語
の
な
か
で
そ
れ
を
集
中
的
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
皇
帝
や
国
家
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
任
命
状
を
掲
げ
る
拈
府
帖?
勅
黄
?、
皇
帝
の
聖
寿
を
祈
る
祝
聖
で
あ
り
、
皇
帝
の
誕
生
日
を
祝
う
聖
節
上
堂（
理
宗
の
誕
生
日
を
天
基
節
と
い
う
）、
臨
時
に
特
別
の
事
由
に
つ
い
て
皇
帝
に
感
謝
す
る
上
堂
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
祖
に
語
り
掛
け
、
あ
る
い
は
天
下
に
遍
歴
す
る
公く
界がい
の
修
行
僧
、
今
膝
下
に
参
ず
る
大だい
衆しゅ
に
問
い
か
け
る
の
は
、
修
行
者
僧
団
を
指
導
す
る
顔
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
仏
忌
や
先
師
忌
を
は
じ
め
、
上
堂
法
語
の
全
般
に
及
ぶ
。
入
寺
法
語
・
上
堂
法
語
に
お
け
る
以
上
ふ
た
つ
の
公
的
性
格
、
住
持
の
公
的
な
顔
は
、
単
に
並
列
に
共
存
し
て
い
る
の
で
な
く
、
実
は
深
く
相
容
れ
な
い
性
格
を
孕
み
な
が
ら
、
相
互
に
取
り
繕
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
一
種
の
相
互
不
可
侵
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
見
分
か
り
に
く
い
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
表
現
上
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
尊
敬
表
現
の
使
い
分
け
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
釈
迦
・
達
磨
そ
し
て
師
匠
に
対
す
る
賛
辞
に
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
、
ぎ
ょ
っ
と
す
る
よ
う
な
逆
説
表
現?22）
で
あ
る
。
た
と
え
ば
無
準
師
範
の
慶
元
府
清
涼
寺
に
お
け
る
一
二
二
〇
年
の
仏
成
道
上
堂
に
、「
仏
成
道
上
堂
、
老
胡
半
夜
見
明
星
、
瞎
却
平
生
両
眼
睛
、
直
至
如
今
無
模
索
、
一
回
挙
着
一
傷
情
、
雖
然
不
経
一
事
、
不
長
一
事
」（
老
い
ぼ
れ
異
人
が
夜
中
に
明
星
を
見
て
、
普
段
大
切
な
ふ
た
つ
の
ま
な
こ
を
潰
し
亡
く
し
て
し
ま
い
、
今
に
い
た
っ
て
も
探
し
出
せ
な
い
。
ひ
と
た
び
話
題
に
す
る
度
に
心
が
痛
む
。
け
れ
ど
も
一
事
を
経
験
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
一
事
に
長
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
と
あ
る
。「瞎
却
平
生
両
眼
睛
」
と
い
っ
た
よ
う
な
罵
詈
雑
言
と
で
も
い
う
べ
き
言
葉
が
、
な
ぜ
賛
辞
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
弁
明
は
そ
れ
な
り
に
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
釈
迦
の
さ
と
り
が
日
常
的
能
力
か
ら
断
絶
し
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
を
称
え
て
、
世
俗
的
価
値
が
否
定
さ
れ
る
側
面
を
強
調
し
、
日
常
的
能
力
の
喪
失
（
こ
こ
で
は
失
明
）に
譬
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
、
釈
迦
が
後
世
へ
残
し
た
災
い
を
嘆
き
非
難
す
る
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
の
偉
大
な
影
響
力
を
た
た
え
る
場
合
や
、
ま
た
師
匠
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
叩
か
れ
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
見
込
み
違
い
の
人
生
と
な
っ
た
こ
と
を
怨
み
抗
議
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
、
通
常
の
言
葉
で
表
せ
な
い
師
匠
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、
皇
帝
や
国
家
に
対
す
る
賛
辞
は
、
決
し
て
逆
説
表
現
を
と
ら
な
い
。
そ
れ
は
皇
帝
と
国
家
が
、
儒
教
の
礼
節
に
基
づ
く
秩
序
の
維
持
を
建
前
と
し
て
い
る
た
め
に
、
破
格
の
表
現
に
は
強
い
規
制
が
か
か
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
礼
節
の
秩
序
は
不
可
侵
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
と
の
意
味
は
、
こ
こ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
罵
詈
雑
言
の
言
葉
を
も
っ
て
す
る
賛
辞
と
は
、
礼
節
の
秩
序
を
超
え
た
、
名
状
し
難
い
共
感
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
判
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
説
賛
辞
は
上
堂
法
語
だ
け
で
な
く
、
語
録
に
収
め
ら
れ
た
仏
祖
賛
の
詩
な
ど
に
も
頻
出
す
る
が
、
相
手
は
厳
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
表
現
は
信
仰
上
の
特
別
な
相
手
に
の
み
限
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
信
仰
上
の
強
い
共
感
の
世
界
を
守
り
、
そ
の
立
場
か
ら
か
え
っ
て
皇
帝
と
国
家
の
世
俗
秩
序
の
価
値
を
相
対
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
礼
節
の
秩
序
は
、
信
仰
上
の
共
感
を
犯
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
堂
法
語
の
表
現
に
み
ら
れ
る
暗
黙
の
ル
ー
ル
は
、
同
時
代
の
天
童
如
浄
（
一
一
六
三
｜
一
二
二
八
）・
無
明
慧
性
（
一
一
六
二
｜
一
二
三
七
）
等
の
語
録
に
も
、
共
通
し
て
存
在
し
た
。
語
録
史
料
が
こ
の
よ
う
な
独
特
の
表
現
規
範
を
共
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
語
録
に
お
い
て
は
、
夢
語
り
の
表
現
に
関
し
て
も
暗
黙
の
自
己
検
閲
が
は
た
ら
い
て
、
大
き
な
制
約
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
【
注
】
?13
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
東
福
寺
文
書
』
架
番
号3071.62
-23日
本
国
爾
上
人
慕
師
之
名
、
海
越
漠
、
依
止
参
扣
、
師
以
職
事
遇
之
、
爾
知
欲
師
平
生
出
処
之
状
、
帰
故
国
以
備
扣
問
、
侍
者
徳
如
奉
師
最
久
、
粗
知
平
生
大
概
、
故
録
以
似
之
、
時
嘉
熈
己
亥
八
月
旦
謹
録
?14
）
『
卍
続
蔵
経
』
一
二
一
、
9?
〜
9?
ペ
ー
ジ
。
傍
線
（
）
内
は
異
本
に
よ
る
校
訂
。
其
（
道
）
来
径
山
、
間
侍
師
（
円
照
老
師
）
座
、
師
不
鄙
其
愚
、
凡
其
家
世
之
本
支
、
出
処
之
次
第
、
師
友
之
淵
源
、
詳
以
見
教
、
某
（
道
）
聴
緒
余
、
佩
服
惟
謹
、
因
恩
（
思
）
暁
瑩
（
雲
）
之
状
浮
山
円
鑑
、
寂
音
之
伝
石
門
雲
庵
、
起
居
言
動
粟
不
遺
、
其
師
生
之
義
浮
于
翰
墨
、
暇
日
因
叙
次
所
聞
、
以
付
侍
史
、
為
他
日
大
書
深
刻
張
本
、
晩
学
不
文
、
固
不
敢
上
班
前
輩
、
然
義
理
之
在
人
心
、
古
今
天
下
無
二
揆
也
、
（
淳
祐
己
酉
中
夏
参
学
道
拝
書
）
、
?15
）
注
?２
）福
嶋
著
６
〜
７
ペ
ー
ジ
、
毎
日
新
聞
社
『
重
要
文
化
財
書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
篇
Ⅳ
』
86
ペ
ー
ジ
。
?16
）
『
宋
元
学
案
』
四
七
文
定
劉
後
村
先
生
克
荘
?17
）
『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
一
六
二
?18
）
注
?９
）石
井
修
道
論
文
?19
）
『
宋
元
学
案
』
八
〇
尚
書
呉
鶴
林
先
生
泳
?20
）
山
口
隼
正「
入
寺
語
録
の
構
造
と
年
表
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
研
究
紀
要
』
八
、
一
九
九
八
年
。
?21
）
永
井
政
之
『
中
国
禅
宗
教
団
と
民
衆
』（
内
山
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
?22
）
別
稿
「
仏
祖
に
対
し
て
暴
言
を
は
く
上
堂
法
語
」
参
照
。
三
、
伝
記
の
中
の
夢
語
り
?一
）
一
掴
み
の
茅
無
準
師
範
の
伝
記
に
お
い
て
、
最
初
に
で
て
く
る
の
は
、
一
二
二
〇
年
、
明
州
（
慶
元
府
）
清
涼
寺
の
招
請
を
う
け
た
前
夜
、
無
準
師
範
の
見
た
夢
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
衣
冠
を
着
け
た
人
物
か
ら
一
掴
み
の
茅
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
夢
で
あ
っ
た
。
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臨
時
の
上
堂
が
あ
る
。（
一
）任
務
を
果
た
し
た
寺
内
の
役
職
へ
の
感
謝（
首
座
両
班
監
寺
西
堂
監
収
都
寺
な
ど
）（
二
）
住
持
が
勧
化
の
旅
か
ら
帰
っ
た
時
（
三
）特
別
の
客
僧
を
歓
迎
す
る
時（
四
）親
し
い
禅
僧
の
訃
報
を
受
け
た
時（
五
）
特
別
の
事
由
に
つ
い
て
皇
帝
に
対
し
感
謝
す
る
時
（
六
）
寺
院
の
大
事
件
（
た
と
え
ば
径
山
の
火
災
）
に
際
し
て
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
堂
法
語
の
記
録
さ
れ
て
い
る
様
相
は
、
同
時
代
の
禅
僧
の
語
録
と
ほ
と
ん
ど
共
通
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
住
持
寺
院
ご
と
に
編
集
さ
れ
、
ほ
ぼ
実
際
の
日
付
順
に
な
ら
ん
で
い
る
点
に
お
い
て
も
、
無
準
師
範
の
語
録
は
、
そ
の
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
こ
れ
ら
を
見
渡
す
と
、
入
寺
法
語
・
上
堂
法
語
の
公
的
性
格
が
、
二
つ
の
方
向
に
向
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
皇
帝
お
よ
び
国
家
の
官
僚
に
向
か
っ
て
、
公
的
寺
院
制
度
を
荷
っ
て
い
る
住
持
の
顔
で
あ
る
。
入
寺
法
語
の
な
か
で
そ
れ
を
集
中
的
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
皇
帝
や
国
家
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
任
命
状
を
掲
げ
る
拈
府
帖?
勅
黄
?、
皇
帝
の
聖
寿
を
祈
る
祝
聖
で
あ
り
、
皇
帝
の
誕
生
日
を
祝
う
聖
節
上
堂（
理
宗
の
誕
生
日
を
天
基
節
と
い
う
）、
臨
時
に
特
別
の
事
由
に
つ
い
て
皇
帝
に
感
謝
す
る
上
堂
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
祖
に
語
り
掛
け
、
あ
る
い
は
天
下
に
遍
歴
す
る
公く
界がい
の
修
行
僧
、
今
膝
下
に
参
ず
る
大だい
衆しゅ
に
問
い
か
け
る
の
は
、
修
行
者
僧
団
を
指
導
す
る
顔
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
仏
忌
や
先
師
忌
を
は
じ
め
、
上
堂
法
語
の
全
般
に
及
ぶ
。
入
寺
法
語
・
上
堂
法
語
に
お
け
る
以
上
ふ
た
つ
の
公
的
性
格
、
住
持
の
公
的
な
顔
は
、
単
に
並
列
に
共
存
し
て
い
る
の
で
な
く
、
実
は
深
く
相
容
れ
な
い
性
格
を
孕
み
な
が
ら
、
相
互
に
取
り
繕
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
一
種
の
相
互
不
可
侵
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
見
分
か
り
に
く
い
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
表
現
上
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
尊
敬
表
現
の
使
い
分
け
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
釈
迦
・
達
磨
そ
し
て
師
匠
に
対
す
る
賛
辞
に
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
、
ぎ
ょ
っ
と
す
る
よ
う
な
逆
説
表
現?22）
で
あ
る
。
た
と
え
ば
無
準
師
範
の
慶
元
府
清
涼
寺
に
お
け
る
一
二
二
〇
年
の
仏
成
道
上
堂
に
、「
仏
成
道
上
堂
、
老
胡
半
夜
見
明
星
、
瞎
却
平
生
両
眼
睛
、
直
至
如
今
無
模
索
、
一
回
挙
着
一
傷
情
、
雖
然
不
経
一
事
、
不
長
一
事
」（
老
い
ぼ
れ
異
人
が
夜
中
に
明
星
を
見
て
、
普
段
大
切
な
ふ
た
つ
の
ま
な
こ
を
潰
し
亡
く
し
て
し
ま
い
、
今
に
い
た
っ
て
も
探
し
出
せ
な
い
。
ひ
と
た
び
話
題
に
す
る
度
に
心
が
痛
む
。
け
れ
ど
も
一
事
を
経
験
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
一
事
に
長
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
と
あ
る
。「瞎
却
平
生
両
眼
睛
」
と
い
っ
た
よ
う
な
罵
詈
雑
言
と
で
も
い
う
べ
き
言
葉
が
、
な
ぜ
賛
辞
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
弁
明
は
そ
れ
な
り
に
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
釈
迦
の
さ
と
り
が
日
常
的
能
力
か
ら
断
絶
し
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
を
称
え
て
、
世
俗
的
価
値
が
否
定
さ
れ
る
側
面
を
強
調
し
、
日
常
的
能
力
の
喪
失
（
こ
こ
で
は
失
明
）に
譬
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
、
釈
迦
が
後
世
へ
残
し
た
災
い
を
嘆
き
非
難
す
る
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
の
偉
大
な
影
響
力
を
た
た
え
る
場
合
や
、
ま
た
師
匠
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
叩
か
れ
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
見
込
み
違
い
の
人
生
と
な
っ
た
こ
と
を
怨
み
抗
議
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
、
通
常
の
言
葉
で
表
せ
な
い
師
匠
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、
皇
帝
や
国
家
に
対
す
る
賛
辞
は
、
決
し
て
逆
説
表
現
を
と
ら
な
い
。
そ
れ
は
皇
帝
と
国
家
が
、
儒
教
の
礼
節
に
基
づ
く
秩
序
の
維
持
を
建
前
と
し
て
い
る
た
め
に
、
破
格
の
表
現
に
は
強
い
規
制
が
か
か
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
礼
節
の
秩
序
は
不
可
侵
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
と
の
意
味
は
、
こ
こ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
罵
詈
雑
言
の
言
葉
を
も
っ
て
す
る
賛
辞
と
は
、
礼
節
の
秩
序
を
超
え
た
、
名
状
し
難
い
共
感
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
判
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
説
賛
辞
は
上
堂
法
語
だ
け
で
な
く
、
語
録
に
収
め
ら
れ
た
仏
祖
賛
の
詩
な
ど
に
も
頻
出
す
る
が
、
相
手
は
厳
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
表
現
は
信
仰
上
の
特
別
な
相
手
に
の
み
限
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
信
仰
上
の
強
い
共
感
の
世
界
を
守
り
、
そ
の
立
場
か
ら
か
え
っ
て
皇
帝
と
国
家
の
世
俗
秩
序
の
価
値
を
相
対
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
礼
節
の
秩
序
は
、
信
仰
上
の
共
感
を
犯
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
堂
法
語
の
表
現
に
み
ら
れ
る
暗
黙
の
ル
ー
ル
は
、
同
時
代
の
天
童
如
浄
（
一
一
六
三
｜
一
二
二
八
）・
無
明
慧
性
（
一
一
六
二
｜
一
二
三
七
）
等
の
語
録
に
も
、
共
通
し
て
存
在
し
た
。
語
録
史
料
が
こ
の
よ
う
な
独
特
の
表
現
規
範
を
共
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
語
録
に
お
い
て
は
、
夢
語
り
の
表
現
に
関
し
て
も
暗
黙
の
自
己
検
閲
が
は
た
ら
い
て
、
大
き
な
制
約
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
【
注
】
?13
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
東
福
寺
文
書
』
架
番
号3071.62
-23日
本
国
爾
上
人
慕
師
之
名
、
海
越
漠
、
依
止
参
扣
、
師
以
職
事
遇
之
、
爾
知
欲
師
平
生
出
処
之
状
、
帰
故
国
以
備
扣
問
、
侍
者
徳
如
奉
師
最
久
、
粗
知
平
生
大
概
、
故
録
以
似
之
、
時
嘉
熈
己
亥
八
月
旦
謹
録
?14
）
『
卍
続
蔵
経
』
一
二
一
、
9?
〜
9?
ペ
ー
ジ
。
傍
線
（
）
内
は
異
本
に
よ
る
校
訂
。
其
（
道
）
来
径
山
、
間
侍
師
（
円
照
老
師
）
座
、
師
不
鄙
其
愚
、
凡
其
家
世
之
本
支
、
出
処
之
次
第
、
師
友
之
淵
源
、
詳
以
見
教
、
某
（
道
）
聴
緒
余
、
佩
服
惟
謹
、
因
恩
（
思
）
暁
瑩
（
雲
）
之
状
浮
山
円
鑑
、
寂
音
之
伝
石
門
雲
庵
、
起
居
言
動
粟
不
遺
、
其
師
生
之
義
浮
于
翰
墨
、
暇
日
因
叙
次
所
聞
、
以
付
侍
史
、
為
他
日
大
書
深
刻
張
本
、
晩
学
不
文
、
固
不
敢
上
班
前
輩
、
然
義
理
之
在
人
心
、
古
今
天
下
無
二
揆
也
、
（
淳
祐
己
酉
中
夏
参
学
道
拝
書
）
、
?15
）
注
?２
）福
嶋
著
６
〜
７
ペ
ー
ジ
、
毎
日
新
聞
社
『
重
要
文
化
財
書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
篇
Ⅳ
』
86
ペ
ー
ジ
。
?16
）
『
宋
元
学
案
』
四
七
文
定
劉
後
村
先
生
克
荘
?17
）
『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
一
六
二
?18
）
注
?９
）石
井
修
道
論
文
?19
）
『
宋
元
学
案
』
八
〇
尚
書
呉
鶴
林
先
生
泳
?20
）
山
口
隼
正「
入
寺
語
録
の
構
造
と
年
表
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
研
究
紀
要
』
八
、
一
九
九
八
年
。
?21
）
永
井
政
之
『
中
国
禅
宗
教
団
と
民
衆
』（
内
山
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
?22
）
別
稿
「
仏
祖
に
対
し
て
暴
言
を
は
く
上
堂
法
語
」
参
照
。
三
、
伝
記
の
中
の
夢
語
り
?一
）
一
掴
み
の
茅
無
準
師
範
の
伝
記
に
お
い
て
、
最
初
に
で
て
く
る
の
は
、
一
二
二
〇
年
、
明
州
（
慶
元
府
）
清
涼
寺
の
招
請
を
う
け
た
前
夜
、
無
準
師
範
の
見
た
夢
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
衣
冠
を
着
け
た
人
物
か
ら
一
掴
み
の
茅
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
夢
で
あ
っ
た
。
― ―8 ― ―7
?１
）
徳
如
『
仏
鑑
禅
師
行
状
』（
東
福
寺
所
蔵
）
た
ま
た
ま
慶
元
年
中
（
一
一
九
五
｜
一
二
〇
〇
）
清
涼
寺
住
持
の
席
が
空
い
た
。
（
慶
元
府
の
）太
守
は
管
内
諸
山
に
通
知
し
期
日
を
さ
だ
め
て
集
合
さ
せ
た
。
師
は
公
選
に
預
か
り
、
を
探
っ
て
師
の
名
が
得
ら
れ
た
。
時
に
師
は（
台
州
）瑞
巖
寺
に
あ
っ
て
、
夜
、
一
官
人
が
手
に
を
把
か
み
、
師
に
授
け
た
、
と
夢
に
見
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
つ
ぜ
ん
（「
忽
」）
専
使
が
足
を
運
ん
で
き
た
。
師
は
堅
く
こ
と
わ
っ
て
受
け
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
い
た
っ
て
専
使
に
問
う
て
言
っ
た
。「
寺
院
の
伽
藍
（
神
）
は
何
神
で
す
か
?
」
使
が
言
っ
た
。「
即
ち
官
人
で
す
」。
師
は
ぴ
っ
た
り
と
前
の
夢
を
理
解
し
た
。
師
が
言
っ
た
。「
果
し
て
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
す
ぐ
に
私
は
杖
を
曳
い
て
往
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
」。
師
は
清
涼
寺
に
至
り
、
君（
の
像
）を
見
れ
ば
夢
の
様
子
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
。（
挿
入
）?
こ
こ
に
お
い
て
陞
座
説
法
し
、
嗣
承
の
香
は
破
庵
（
祖
先
）
に
供
さ
れ
た
。?
住
持
す
る
こ
と
三
年
。
道
俗
は
帰
依
し
慕
い
、
叢
林
は
景
観
を
改
め
た?24）
。
?２
）
無
文
道
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』（『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
附
収
）
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
、（
無
準
師
範
は
）天
台
山
・
雁
蕩
山
に
は
未
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
石
渓
心
月（
｜
一
二
五
四
）を
さ
そ
い
、
一
緒
に
游
学
し
て（
台
州
）
瑞
巖
寺
に
至
っ
た
。
時
に
雲
巣
道
巌
が
住
持
の
事
を
領
し
て
い
て
、（
無
準
師
範
を
）
留
め
て
首
座
と
し
た
。
と
つ
ぜ
ん
（「
忽
」）
夜
の
夢
に
、
立
派
な
衣
冠
を
つ
け
た
者
が
、
茅
を
手
に
つ
か
ん
で
授
け
て
く
れ
た
、
と
見
た
。
翌
日
、
明
州
清
涼
寺
か
ら
の
専
使
が
至
っ
た
。
師
は
宮
仕
え
の
気
が
な
い
と
い
っ
て
（「
以
倦
游
」）
し
っ
か
り
と
そ
の
招
請
を
拒
ん
だ
。
た
ま
た
ま
数
人
の
僧
が
来
訪
し
、
自
分
か
ら
言
う
に
は
、「
前
に
修
行
し
て
い
た
清
涼
寺
は
、
幽
邃
で
奥
深
く
や
す
ら
か
で
、
古
く
は
小
天
童
と
た
た
え
ら
れ
た
。
寺
の
護
法（
神
）は
、
茅
を
そ
の
姓
と
し
、
霊
異
甚
だ
顕
著
で
あ
る
。」師
は
前
の
夢
を
省
み
て
、
す
な
わ
ち
文
書
を
書
き
換
え
て
招
請
を
受
け
た
。
入
院
し
て
謂
う
所
の
伽
藍
神
を
見
る
に
、
衣
冠
の
人
物
は
先
き
だ
っ
て
夢
に
み
た
と
こ
ろ
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
。
陞
堂
し
開
法
し
て
、
一
香
は
破
庵
（
祖
先
）
に
供
養
し
た
（
破
庵
か
ら
の
嗣
法
を
宣
言
し
た
こ
と
に
な
る?25）
）。
二
つ
の
伝
記
の
表
現
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
明
ら
か
に
同
じ
夢
語
り
で
あ
る
。
清
涼
寺
の
護
伽
藍
神
を
、
徳
如
は
「
官
人
」
と
し
、
無
文
道
は
「
茅
」
を
姓
と
し
た
と
す
る
。
と
茅
と
は
、
音
（
ボ
ウ
）
も
意
味
（
か
や
）
も
同
じ
で
あ
る
。『
宝
慶
四
明
志?26）
』に
よ
れ
ば
、
奉
化
県
に
は
禅
院
二
三
、
教
院
二
三
あ
っ
て
、
禅
院
の
ひ
と
つ
清
涼
院
は
、
県
治
の
東
九
〇
里
に
あ
り
、
朱
梁
の
開
平
二
年
（
九
〇
八
）
茅
将
軍
が
居
宅
を
喜
捨
し
て
寺
と
し
た
。
呉
越
王
銭
氏
は
「
帰
順
」
と
い
う
額
を
与
え
た
が
、
宋
朝
に
な
っ
て
治
平
年
間
（
一
〇
六
四
｜
一
〇
六
七
）
今
の
額
が
下
賜
さ
れ
た
。
宋
代
国
家
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
有
額
寺
院
で
あ
る?27）
。
常
住
の
田
は
一
六
〇
畝
、
山
は
九
六
二
畝
あ
り
、
院
か
ら
五
里
に
茅
嶺
が
あ
る
。
茅
嶺
と
は
茅
君
の
居
所
と
さ
れ
る
故
の
名
で
あ
る
。
そ
の
ふ
も
と
の
民
に
は
な
お
茅
を
も
っ
て
一
戸
籍
を
な
す
者
が
い
る
。
院
の
殿
宇
を
覆
っ
て
い
る
の
は
皆
古
瓦
で
、
そ
の
上
に
「
己
巳
茅
号
」
と
い
う
四
字
が
あ
る
。
茅
君
の
祠
は
院
の
東
庇
に
あ
り
、
水
旱
や
疾
疫
の
祈
祷
を
す
る
と
必
ず
霊
験
が
あ
る
。
紹
興
己
巳
（
一
九
年
、
一
一
四
九
）、
勅
に
よ
っ
て
王
参
政
（
王
）
を
其
の
山
に
葬
っ
た
。
人
は
「
己
巳
の
応
」
と
言
っ
て
い
る
。
清
涼
寺
は
、
奉
化
県
内
に
あ
る
有
額
寺
院
と
し
て
、
慶
元
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
十
方
住
持
制
に
よ
り
、
そ
の
住
持
は
、
管
理
さ
れ
た
公
式
な
選
出
制
度
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
無
準
師
範
が
、
自
分
の
夢
を
語
っ
た
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
は
台
州
瑞
巖
寺
（
瑞
巖
院
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
相
手
が
だ
れ
で
あ
っ
た
か
、
い
ず
れ
の
史
料
も
明
言
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
清
涼
寺
か
ら
の
専
使
に
対
し
て
は
語
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
話
を
抜
き
に
し
て
、
無
準
師
範
は
、
自
分
の
い
っ
た
こ
と
を
急
に
変
更
す
る
弁
明
が
で
き
な
い
か
ら
。
そ
こ
で
は
無
準
師
範
と
専
使
の
あ
い
だ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
し
た
だ
ろ
う
か
。
専
使
は
、
慶
元
府
の
行
政
機
関
の
関
与
し
た
公
式
の
選
考
結
果
を
伝
え
る
公
的
の
立
場
で
、
こ
の
場
に
臨
ん
で
い
る
。
こ
の
公
式
の
場
に
規
定
さ
れ
て
、
夢
語
り
も
ま
た
公
的
な
性
格
を
帯
び
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
無
準
師
範
に
し
て
み
れ
ば
、
隠
す
必
要
は
な
く
、
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
他
の
人
々
に
も
語
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
夢
語
り
の
手
順
は
、
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
は
、
ま
ず
と
つ
ぜ
ん
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
清
涼
寺
か
ら
の
専
使
に
会
い
、
清
涼
寺
の
護
伽
藍
神
を
知
っ
た
時
、
分
か
ら
な
か
っ
た
夢
の
意
味
を
、
咄
嗟
に
解
読
し
た
。
清
涼
寺
護
伽
藍
神
が
無
準
師
範
を
歓
迎
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歓
迎
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
命
令
や
指
示
と
は
少
し
違
う
。
未
来
の
予
言
と
も
少
し
違
う
。
し
か
し
ど
ち
ら
に
も
近
い
。
こ
の
過
程
で
無
準
師
範
は
、
夢
を
い
わ
ば
自
分
で
管
理
し
他
人
の
解
釈
に
委
ね
な
か
っ
た
。
し
か
も
一
旦
解
読
す
る
や
、
鮮
や
か
に
方
針
転
換
し
て
新
た
な
行
動
に
出
た
。
そ
の
決
断
力
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
の
夢
語
り
の
社
会
的
な
役
割
は
、
な
か
な
か
興
味
深
い
。
無
準
師
範
の
内
心
の
心
理
的
動
き
を
今
は
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
始
め
に
行
政
が
ら
み
の
公
式
の
選
考
結
果
を
拒
絶
し
て
お
き
な
が
ら
、
次
に
護
伽
藍
神
の
歓
迎
に
そ
れ
よ
り
も
っ
と
大
き
な
比
重
を
お
い
て
許
諾
し
た
の
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の
筋
が
別
で
あ
る
こ
と
が
、
前
提
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
で
は
護
伽
藍
神
の
歓
迎
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
官
人
」
は
、
①
「
寺
の
護
法
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
寺
院
を
守
る
神
で
あ
り
、
②
祈
祷
を
す
る
と
水
旱
や
疾
疫
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
り
、
③
在
地
出
身
で
昔
役
人
だ
っ
た
先
祖
が
神
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る?26）
。
こ
の
神
は
、
在
地
で
生
き
延
び
て
行
こ
う
と
す
る
人
々
の
熱
い
期
待
を
担
っ
て
、
信
仰
的
共
感
の
核
と
な
る
神
で
あ
り
、
清
涼
寺
の
存
続
を
支
え
う
る
の
が
、
実
は
こ
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
無
準
師
範
は
、
自
分
の
赴
任
が
在
地
の
人
々
の
信
仰
的
共
感
と
呼
応
し
う
る
こ
と
を
予
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
夢
語
り
は
、
国
家
の
管
理
下
に
あ
る
寺
院
に
住
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
無
準
師
範
が
、
国
家
的
な
公
式
の
筋
書
き
と
は
別
に
、
在
地
民
と
の
信
仰
的
な
共
感
と
い
う
筋
書
き
を
見
出
し
、
そ
の
方
を
重
視
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
無
準
師
範
と
史
彌
遠
が
す
で
に
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
い
ず
れ
の
史
料
も
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
こ
の
話
は
、
非
権
力
的
非
公
式
的
な
側
面
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
?二
）
馬
に
乗
っ
た
神
人
次
は
、
一
二
三
二
年
、
無
準
師
範
が
阿
育
王
山
に
あ
っ
て
、
径
山
万
寿
寺
住
持
の
勅
命
を
受
け
た
直
前
に
見
た
夢
で
あ
る
。
神
人
が
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
、
阿
育
王
山
の
法
堂
に
至
っ
た
の
を
、
無
準
師
範
が
見
咎
め
た
と
こ
ろ
、
馬
か
ら
下
り
て
、
無
準
に
お
辞
儀
し
た
と
い
う
夢
で
あ
っ
た
。
?３
）
徳
如
『
仏
鑑
禅
師
行
状
』（
東
福
寺
所
蔵
）
紹
定
壬
辰
（
五
年
、
一
二
三
二
）
の
夏
、（
阿
育
王
山
の
）
紺
殿
の
前
の
四
角
い
池
の
中
に
、
忽
然
と
し
て
出
た
め
で
た
い
蓮
は
、
花
の
萼
が
大
き
く
、
茎
が
ふ
と
く
、
高
々
と
ぬ
き
ん
で
た
。
人
々
は
不
思
議
に
思
っ
た
。
師
は
先
き
だ
っ
て
の
夜
、
忽
― ―10 ― ―9
?１
）
徳
如
『
仏
鑑
禅
師
行
状
』（
東
福
寺
所
蔵
）
た
ま
た
ま
慶
元
年
中
（
一
一
九
五
｜
一
二
〇
〇
）
清
涼
寺
住
持
の
席
が
空
い
た
。
（
慶
元
府
の
）太
守
は
管
内
諸
山
に
通
知
し
期
日
を
さ
だ
め
て
集
合
さ
せ
た
。
師
は
公
選
に
預
か
り
、
を
探
っ
て
師
の
名
が
得
ら
れ
た
。
時
に
師
は（
台
州
）瑞
巖
寺
に
あ
っ
て
、
夜
、
一
官
人
が
手
に
を
把
か
み
、
師
に
授
け
た
、
と
夢
に
見
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
つ
ぜ
ん
（「
忽
」）
専
使
が
足
を
運
ん
で
き
た
。
師
は
堅
く
こ
と
わ
っ
て
受
け
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
い
た
っ
て
専
使
に
問
う
て
言
っ
た
。「
寺
院
の
伽
藍
（
神
）
は
何
神
で
す
か
?
」
使
が
言
っ
た
。「
即
ち
官
人
で
す
」。
師
は
ぴ
っ
た
り
と
前
の
夢
を
理
解
し
た
。
師
が
言
っ
た
。「
果
し
て
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
す
ぐ
に
私
は
杖
を
曳
い
て
往
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
」。
師
は
清
涼
寺
に
至
り
、
君（
の
像
）を
見
れ
ば
夢
の
様
子
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
。（
挿
入
）?
こ
こ
に
お
い
て
陞
座
説
法
し
、
嗣
承
の
香
は
破
庵
（
祖
先
）
に
供
さ
れ
た
。?
住
持
す
る
こ
と
三
年
。
道
俗
は
帰
依
し
慕
い
、
叢
林
は
景
観
を
改
め
た?24）
。
?２
）
無
文
道
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』（『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
附
収
）
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
、（
無
準
師
範
は
）天
台
山
・
雁
蕩
山
に
は
未
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
石
渓
心
月（
｜
一
二
五
四
）を
さ
そ
い
、
一
緒
に
游
学
し
て（
台
州
）
瑞
巖
寺
に
至
っ
た
。
時
に
雲
巣
道
巌
が
住
持
の
事
を
領
し
て
い
て
、（
無
準
師
範
を
）
留
め
て
首
座
と
し
た
。
と
つ
ぜ
ん
（「
忽
」）
夜
の
夢
に
、
立
派
な
衣
冠
を
つ
け
た
者
が
、
茅
を
手
に
つ
か
ん
で
授
け
て
く
れ
た
、
と
見
た
。
翌
日
、
明
州
清
涼
寺
か
ら
の
専
使
が
至
っ
た
。
師
は
宮
仕
え
の
気
が
な
い
と
い
っ
て
（「
以
倦
游
」）
し
っ
か
り
と
そ
の
招
請
を
拒
ん
だ
。
た
ま
た
ま
数
人
の
僧
が
来
訪
し
、
自
分
か
ら
言
う
に
は
、「
前
に
修
行
し
て
い
た
清
涼
寺
は
、
幽
邃
で
奥
深
く
や
す
ら
か
で
、
古
く
は
小
天
童
と
た
た
え
ら
れ
た
。
寺
の
護
法（
神
）は
、
茅
を
そ
の
姓
と
し
、
霊
異
甚
だ
顕
著
で
あ
る
。」師
は
前
の
夢
を
省
み
て
、
す
な
わ
ち
文
書
を
書
き
換
え
て
招
請
を
受
け
た
。
入
院
し
て
謂
う
所
の
伽
藍
神
を
見
る
に
、
衣
冠
の
人
物
は
先
き
だ
っ
て
夢
に
み
た
と
こ
ろ
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
。
陞
堂
し
開
法
し
て
、
一
香
は
破
庵
（
祖
先
）
に
供
養
し
た
（
破
庵
か
ら
の
嗣
法
を
宣
言
し
た
こ
と
に
な
る?25）
）。
二
つ
の
伝
記
の
表
現
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
明
ら
か
に
同
じ
夢
語
り
で
あ
る
。
清
涼
寺
の
護
伽
藍
神
を
、
徳
如
は
「
官
人
」
と
し
、
無
文
道
は
「
茅
」
を
姓
と
し
た
と
す
る
。
と
茅
と
は
、
音
（
ボ
ウ
）
も
意
味
（
か
や
）
も
同
じ
で
あ
る
。『
宝
慶
四
明
志?26）
』に
よ
れ
ば
、
奉
化
県
に
は
禅
院
二
三
、
教
院
二
三
あ
っ
て
、
禅
院
の
ひ
と
つ
清
涼
院
は
、
県
治
の
東
九
〇
里
に
あ
り
、
朱
梁
の
開
平
二
年
（
九
〇
八
）
茅
将
軍
が
居
宅
を
喜
捨
し
て
寺
と
し
た
。
呉
越
王
銭
氏
は
「
帰
順
」
と
い
う
額
を
与
え
た
が
、
宋
朝
に
な
っ
て
治
平
年
間
（
一
〇
六
四
｜
一
〇
六
七
）
今
の
額
が
下
賜
さ
れ
た
。
宋
代
国
家
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
有
額
寺
院
で
あ
る?27）
。
常
住
の
田
は
一
六
〇
畝
、
山
は
九
六
二
畝
あ
り
、
院
か
ら
五
里
に
茅
嶺
が
あ
る
。
茅
嶺
と
は
茅
君
の
居
所
と
さ
れ
る
故
の
名
で
あ
る
。
そ
の
ふ
も
と
の
民
に
は
な
お
茅
を
も
っ
て
一
戸
籍
を
な
す
者
が
い
る
。
院
の
殿
宇
を
覆
っ
て
い
る
の
は
皆
古
瓦
で
、
そ
の
上
に
「
己
巳
茅
号
」
と
い
う
四
字
が
あ
る
。
茅
君
の
祠
は
院
の
東
庇
に
あ
り
、
水
旱
や
疾
疫
の
祈
祷
を
す
る
と
必
ず
霊
験
が
あ
る
。
紹
興
己
巳
（
一
九
年
、
一
一
四
九
）、
勅
に
よ
っ
て
王
参
政
（
王
）
を
其
の
山
に
葬
っ
た
。
人
は
「
己
巳
の
応
」
と
言
っ
て
い
る
。
清
涼
寺
は
、
奉
化
県
内
に
あ
る
有
額
寺
院
と
し
て
、
慶
元
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
十
方
住
持
制
に
よ
り
、
そ
の
住
持
は
、
管
理
さ
れ
た
公
式
な
選
出
制
度
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
無
準
師
範
が
、
自
分
の
夢
を
語
っ
た
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
は
台
州
瑞
巖
寺
（
瑞
巖
院
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
相
手
が
だ
れ
で
あ
っ
た
か
、
い
ず
れ
の
史
料
も
明
言
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
清
涼
寺
か
ら
の
専
使
に
対
し
て
は
語
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
話
を
抜
き
に
し
て
、
無
準
師
範
は
、
自
分
の
い
っ
た
こ
と
を
急
に
変
更
す
る
弁
明
が
で
き
な
い
か
ら
。
そ
こ
で
は
無
準
師
範
と
専
使
の
あ
い
だ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
し
た
だ
ろ
う
か
。
専
使
は
、
慶
元
府
の
行
政
機
関
の
関
与
し
た
公
式
の
選
考
結
果
を
伝
え
る
公
的
の
立
場
で
、
こ
の
場
に
臨
ん
で
い
る
。
こ
の
公
式
の
場
に
規
定
さ
れ
て
、
夢
語
り
も
ま
た
公
的
な
性
格
を
帯
び
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
無
準
師
範
に
し
て
み
れ
ば
、
隠
す
必
要
は
な
く
、
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
他
の
人
々
に
も
語
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
夢
語
り
の
手
順
は
、
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
は
、
ま
ず
と
つ
ぜ
ん
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
清
涼
寺
か
ら
の
専
使
に
会
い
、
清
涼
寺
の
護
伽
藍
神
を
知
っ
た
時
、
分
か
ら
な
か
っ
た
夢
の
意
味
を
、
咄
嗟
に
解
読
し
た
。
清
涼
寺
護
伽
藍
神
が
無
準
師
範
を
歓
迎
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歓
迎
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
命
令
や
指
示
と
は
少
し
違
う
。
未
来
の
予
言
と
も
少
し
違
う
。
し
か
し
ど
ち
ら
に
も
近
い
。
こ
の
過
程
で
無
準
師
範
は
、
夢
を
い
わ
ば
自
分
で
管
理
し
他
人
の
解
釈
に
委
ね
な
か
っ
た
。
し
か
も
一
旦
解
読
す
る
や
、
鮮
や
か
に
方
針
転
換
し
て
新
た
な
行
動
に
出
た
。
そ
の
決
断
力
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
の
夢
語
り
の
社
会
的
な
役
割
は
、
な
か
な
か
興
味
深
い
。
無
準
師
範
の
内
心
の
心
理
的
動
き
を
今
は
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
始
め
に
行
政
が
ら
み
の
公
式
の
選
考
結
果
を
拒
絶
し
て
お
き
な
が
ら
、
次
に
護
伽
藍
神
の
歓
迎
に
そ
れ
よ
り
も
っ
と
大
き
な
比
重
を
お
い
て
許
諾
し
た
の
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の
筋
が
別
で
あ
る
こ
と
が
、
前
提
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
で
は
護
伽
藍
神
の
歓
迎
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
官
人
」
は
、
①
「
寺
の
護
法
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
寺
院
を
守
る
神
で
あ
り
、
②
祈
祷
を
す
る
と
水
旱
や
疾
疫
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
り
、
③
在
地
出
身
で
昔
役
人
だ
っ
た
先
祖
が
神
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る?26）
。
こ
の
神
は
、
在
地
で
生
き
延
び
て
行
こ
う
と
す
る
人
々
の
熱
い
期
待
を
担
っ
て
、
信
仰
的
共
感
の
核
と
な
る
神
で
あ
り
、
清
涼
寺
の
存
続
を
支
え
う
る
の
が
、
実
は
こ
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
無
準
師
範
は
、
自
分
の
赴
任
が
在
地
の
人
々
の
信
仰
的
共
感
と
呼
応
し
う
る
こ
と
を
予
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
夢
語
り
は
、
国
家
の
管
理
下
に
あ
る
寺
院
に
住
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
無
準
師
範
が
、
国
家
的
な
公
式
の
筋
書
き
と
は
別
に
、
在
地
民
と
の
信
仰
的
な
共
感
と
い
う
筋
書
き
を
見
出
し
、
そ
の
方
を
重
視
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
無
準
師
範
と
史
彌
遠
が
す
で
に
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
い
ず
れ
の
史
料
も
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
こ
の
話
は
、
非
権
力
的
非
公
式
的
な
側
面
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
?二
）
馬
に
乗
っ
た
神
人
次
は
、
一
二
三
二
年
、
無
準
師
範
が
阿
育
王
山
に
あ
っ
て
、
径
山
万
寿
寺
住
持
の
勅
命
を
受
け
た
直
前
に
見
た
夢
で
あ
る
。
神
人
が
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
、
阿
育
王
山
の
法
堂
に
至
っ
た
の
を
、
無
準
師
範
が
見
咎
め
た
と
こ
ろ
、
馬
か
ら
下
り
て
、
無
準
に
お
辞
儀
し
た
と
い
う
夢
で
あ
っ
た
。
?３
）
徳
如
『
仏
鑑
禅
師
行
状
』（
東
福
寺
所
蔵
）
紹
定
壬
辰
（
五
年
、
一
二
三
二
）
の
夏
、（
阿
育
王
山
の
）
紺
殿
の
前
の
四
角
い
池
の
中
に
、
忽
然
と
し
て
出
た
め
で
た
い
蓮
は
、
花
の
萼
が
大
き
く
、
茎
が
ふ
と
く
、
高
々
と
ぬ
き
ん
で
た
。
人
々
は
不
思
議
に
思
っ
た
。
師
は
先
き
だ
っ
て
の
夜
、
忽
― ―10 ― ―9
然
と
し
て
見
た
夢
に
、
神
人
が
馬
に
跨
っ
た
ま
ま
法
堂
に
至
り
、
そ
の
従
者
が
大
変
に
夥
し
い
。
師
は
奇
怪
に
感
じ
て
言
っ
た
。「
こ
こ
は
六
殊
勝
地
で
す
。
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
進
ん
で
い
い
も
の
か
」。
神
人
は
す
る
と
鞍
・
鐙
を
離
れ
、
前
に
進
ん
で
深
く
お
辞
儀
を
し
た
。
そ
こ
で
目
が
覚
め
た
。
明
け
方
、
夢
に
み
た
こ
と
を
侍
僧
に
話
し
て
言
っ
た
。「
こ
れ
は
き
っ
と
径
山
の
龍
君
に
ち
が
い
な
い
」。
間
も
な
く
し
て
径
山
か
ら
の
書
状
が
届
い
た
。
封
緘
を
剥
が
し
て
み
る
と
、
果
た
し
て
師
に
（
住
持
を
）
命
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
住
持
に
な
っ
て
二
年
目
に
及
び
、
夏
四
月
、
寺
は
突
然
火
災
に
罹
か
っ
た
。
師
は
言
葉
の
調
子
も
顔
色
も
変
え
ず
、
き
っ
ぱ
り
言
っ
た
。「
こ
の
寺
が
再
び
新
た
に
な
る
の
は
私
の
代
に
お
い
て
な
の
だ
」。
つ
い
で
皇
帝
か
ら
の
た
ま
も
の
は
甚
だ
手
あ
つ
く
、
士
大
夫
の
檀
越
が
皆
な
然
と
し
て
喜
捨
し
た?28）
。
?４
）
劉
克
荘
『
径
山
仏
鑑
禅
師
（
墓
碑
銘
）』（『
後
村
先
生
大
全
集
』
所
収
）
紹
定
壬
辰
の
秋
、
詔
を
奉
じ
て
径
山
の
住
持
と
な
っ
た
。
師
は
前
も
っ
て
、
龍
君
が
迎
え
に
来
た
夢
を
見
て
い
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
案
の
定
と
な
っ
た
。
次
の
年
四
月
、
寺
が
火
事
で
燃
え
た?29）
。
?５
）
呉
泳
『
径
山
禅
寺
重
建
記
』（『
咸
淳
臨
安
志
』『
鶴
林
集
』『
径
山
志
』
所
収
）
無
準
師
範
は
慨
然
と
歎
じ
て
言
っ
た
。「
私
が
阿
育
王
山
に
い
た
時
、
あ
ら
か
じ
め
夢
に
一
神
人
が
り
っ
ぱ
な
衣
冠
を
着
け
盛
ん
な
儀
衛
を
も
っ
て
、
騎
を
馳
せ
來
た
り
進
み
迎
え
て
く
れ
た
が
、（
以
下
次
節?30）
）」。
径
山
の
護
法
神
は
龍
王
で
あ
り
、
龍
王
殿
が
あ
っ
た
。
径
山
の
開
山
は
牛
頭
宗
の
国
一
法
欽
（
七
一
四
｜
七
九
三
）
で
あ
る
。『
径
山
志
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
伝
記
に
よ
る
と
、
国
一
法
欽
は
、
径
山
に
お
い
て
猟
人
の
帰
依
を
得
、
彼
に
導
か
れ
て
、
龍
の
居
所
に
至
り
、
白
衣
の
老
人
の
姿
で
現
れ
た
龍
か
ら
居
所
を
喜
捨
さ
れ
、
龍
が
天
目
山
に
引
っ
越
し
て
後
も
、
龍
井
を
残
す
な
ら
ば
、
国
一
法
欽
を
守
る
約
束
を
し
て
い
っ
た
、
と
い
う?31）
。
楼
（
一
一
三
七
｜
一
二
一
三
）
の
『
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
記
』
に
よ
る
と
、
大
慧
宋
杲
の
代
に
も
龍
神
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
以
後
も
霊
験
あ
ら
た
か
で
国
家
民
庶
の
祈
祷
に
応
じ
た
。
孝
宗
皇
帝（
在
位
一
一
六
三
｜
一
一
八
九
）
は
、「
神
応
徳
済
顕
佑
広
沢
王
」
と
い
う
名
を
与
え
、
ま
た
廟
に
「
霊
沢
」
と
い
う
額
を
下
賜
し
た
。
蒙
庵
元
聡
の
代
、
一
一
九
九
年
の
龍
王
殿
か
ら
起
こ
っ
た
火
災
と
復
興
は
、
龍
神
に
結
び
付
け
て
語
ら
れ
た?32）
。
無
準
師
範
も
一
二
三
五
年
に
祈
雨
上
堂
を
行
な
っ
て
、
龍
神
に
呼
び
か
け
て
い
る?33）
。
こ
の
夢
語
り
は
、
こ
の
よ
う
な
径
山
の
龍
神
の
評
判
を
前
提
に
し
て
い
る
。
な
お
、
無
文
道
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』
は
こ
の
夢
語
り
を
記
載
し
て
い
な
い
。
自
分
の
夢
を
、
無
準
師
範
は
、
ま
ず
近
侍
す
る
侍
者
に
語
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
夢
が
図
星
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ま
も
な
く
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
無
準
師
範
は
、
他
言
を
禁
じ
た
わ
け
で
な
し
、
侍
者
は
得
意
に
な
っ
て
山
内
の
ひ
と
び
と
に
、
こ
れ
を
触
れ
回
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
夢
の
話
を
聞
い
た
侍
者
は
、
住
持
と
内
々
の
秘
密
を
共
有
す
る
立
場
で
は
な
く
、
む
し
ろ
径
山
の
大
衆
を
代
表
し
て
聞
く
と
い
う
関
係
を
作
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
徳
如
の
書
き
方
に
よ
る
と
、
阿
育
王
山
で
は
、
不
思
議
な
蓮
の
花
な
ど
が
評
判
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
夢
自
体
は
、
忽
然
と
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
無
準
師
範
は
、
自
分
の
見
た
奇
怪
な
夢
の
こ
と
を
語
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
た
だ
ち
に
、
径
山
の
龍
君
が
歓
迎
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
を
引
き
出
し
、
語
り
添
え
た
。
夢
自
体
は
、
ま
ず
奇
怪
の
ま
ま
提
示
さ
れ
る
が
、
他
人
に
解
釈
を
委
ね
ず
、
本
人
自
身
が
そ
れ
に
解
釈
を
加
え
て
見
せ
る
。
話
の
運
び
と
し
て
、
龍
君
は
あ
か
ら
さ
ま
に
無
準
師
範
に
指
示
し
た
り
要
請
し
た
り
す
る
言
葉
を
発
し
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
無
準
師
範
の
夢
を
解
読
す
る
能
力
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
実
が
あ
と
か
ら
や
っ
て
来
た
、
と
い
う
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
夢
語
り
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
径
山
は
、
そ
の
こ
ろ
既
に
南
宋
の
五
山
の
筆
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
住
持
は
、
皇
帝
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
無
準
師
範
も
皇
帝
か
ら
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
語
録
に
も
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
夢
語
り
は
、
そ
の
よ
う
な
国
家
の
表
向
き
の
筋
書
き
と
は
別
に
、
龍
王
の
歓
迎
と
い
う
別
の
筋
書
き
が
先
行
あ
る
い
は
共
存
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
話
は
語
録
に
は
出
て
こ
な
い
。
径
山
の
龍
王
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
伝
承
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
龍
王
の
歓
迎
と
は
、
や
は
り
径
山
内
外
の
広
義
に
お
け
る
関
係
者
の
共
感
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
夢
を
見
、
正
確
に
そ
の
意
味
を
察
知
で
き
た
無
準
師
範
は
、
い
わ
ば
自
ら
そ
の
よ
う
な
共
感
を
感
じ
取
り
、
自
ら
実
現
し
て
い
く
信
仰
指
導
者
の
役
柄
に
描
き
出
さ
れ
た
。
こ
の
話
は
、
権
力
者
史
彌
遠
の
役
割
を
、
こ
と
さ
ら
減
殺
す
る
た
め
に
強
調
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
非
権
力
的
な
立
場
か
ら
の
筋
書
き
は
、
夢
語
り
を
通
し
て
表
現
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
無
準
師
範
を
推
挙
し
た
史
彌
遠
は
、
無
準
師
範
に
径
山
の
伽
藍
の
復
興
を
大
い
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
す
ら
も
無
準
師
範
の
こ
の
種
の
非
権
力
的
な
指
導
力
を
利
用
す
る
意
図
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
夢
語
り
の
な
か
で
、
無
準
師
範
が
龍
王
と
い
う
神
の
下
手
に
で
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
。
夢
の
中
で
の
無
準
師
範
は
神
人
に
対
し
て
威
圧
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
神
人
の
無
準
師
範
に
対
す
る
態
度
は
丁
重
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
準
師
範
と
神
人
と
の
主
客
関
係
は
、
信
仰
指
導
者
と
周
囲
の
共
感
と
の
あ
る
べ
き
関
係
、
い
い
か
え
れ
ば
禅
宗
教
団
と
し
て
望
ま
し
い
禅
僧
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
、
社
会
に
迎
合
し
な
い
禅
僧
の
あ
り
か
た
を
象
徴
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
?三
）
明
珠
二
十
一
顆
一
二
三
三
年
四
月
二
一
日
に
、
径
山
が
火
災
に
罹
っ
た
際
、
無
準
師
範
が
語
っ
た
昨
夜
の
夢
。
｜
｜
無
準
師
範
は
、
烈
丈
夫
か
ら
二
十
一
個
の
明
珠
を
授
け
ら
れ
、
「
謹
ん
で
訝
る
事
勿
れ
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
?６
）
無
文
道
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』（『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
附
収
）
又
三
年
し
て
少
林
妙
嵩
（
｜
一
二
三
二
）
が
亡
く
な
り
、
径
山
住
持
は
欠
員
と
な
っ
た
。
皇
帝
の
命
が
下
り
、
師（
無
準
師
範
）を
も
っ
て
、
処
を
補
っ
た
。
京
師（
杭
州
）
に
至
り
、
丞
相
の
史
衛
王
（
史
彌
遠
）
に
面
会
し
た
。
史
彌
遠
が
言
う
に
は
、
「
径
山
の
住
持
は
こ
の
間
皆
老
宿
で
、
屋
根
葺
き
替
え
や
修
理
に
勤
め
る
所
が
無
く
、
多
く
の
建
物
の
弊
が
甚
だ
し
い
、
今
わ
が
師
を
推
挽
し
た
の
は
、
た
だ
仏
法
を
つ
か
さ
ど
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
更
に
張
（
屋
根
葺
き
）
が
第
一
の
義
で
あ
る
」
と
。
明
く
る
年
寺
が
焼
け
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
師
の
夢
に
烈
丈
夫
が
あ
ら
わ
れ
、
二
十
一
顆
の
明
珠
を
授
け
た
が
、
ど
う
い
う
訳
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
寺
が
火
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
す
な
わ
ち
四
月
二
一
日
で
あ
っ
た
。
師
は
前
も
っ
て
そ
れ
が
定
め
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
表
情
顔
色
一
つ
変
え
ず
大
衆
を
安
心
さ
せ
仏
道
を
行
じ
、
何
事
も
無
い
時
の
よ
う
に
し
た
。
こ
の
年
七
月
に
皇
帝
の
命
に
よ
り
内
廷
に
参
入
し
た?34）
。
?７
）
呉
泳
『
径
山
禅
寺
重
建
記
』（『
咸
淳
臨
安
志
』『
鶴
林
集
』『
径
山
志
』
所
収
）
こ
れ
よ
り
先
、
慶
元
己
未
（
一
一
九
九
）
冬
龍
王
殿
が
焼
け
、
伽
藍
建
物
は
一
夜
― ―12 ― ―11
然
と
し
て
見
た
夢
に
、
神
人
が
馬
に
跨
っ
た
ま
ま
法
堂
に
至
り
、
そ
の
従
者
が
大
変
に
夥
し
い
。
師
は
奇
怪
に
感
じ
て
言
っ
た
。「
こ
こ
は
六
殊
勝
地
で
す
。
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
進
ん
で
い
い
も
の
か
」。
神
人
は
す
る
と
鞍
・
鐙
を
離
れ
、
前
に
進
ん
で
深
く
お
辞
儀
を
し
た
。
そ
こ
で
目
が
覚
め
た
。
明
け
方
、
夢
に
み
た
こ
と
を
侍
僧
に
話
し
て
言
っ
た
。「
こ
れ
は
き
っ
と
径
山
の
龍
君
に
ち
が
い
な
い
」。
間
も
な
く
し
て
径
山
か
ら
の
書
状
が
届
い
た
。
封
緘
を
剥
が
し
て
み
る
と
、
果
た
し
て
師
に
（
住
持
を
）
命
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
住
持
に
な
っ
て
二
年
目
に
及
び
、
夏
四
月
、
寺
は
突
然
火
災
に
罹
か
っ
た
。
師
は
言
葉
の
調
子
も
顔
色
も
変
え
ず
、
き
っ
ぱ
り
言
っ
た
。「
こ
の
寺
が
再
び
新
た
に
な
る
の
は
私
の
代
に
お
い
て
な
の
だ
」。
つ
い
で
皇
帝
か
ら
の
た
ま
も
の
は
甚
だ
手
あ
つ
く
、
士
大
夫
の
檀
越
が
皆
な
然
と
し
て
喜
捨
し
た?28）
。
?４
）
劉
克
荘
『
径
山
仏
鑑
禅
師
（
墓
碑
銘
）』（『
後
村
先
生
大
全
集
』
所
収
）
紹
定
壬
辰
の
秋
、
詔
を
奉
じ
て
径
山
の
住
持
と
な
っ
た
。
師
は
前
も
っ
て
、
龍
君
が
迎
え
に
来
た
夢
を
見
て
い
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
案
の
定
と
な
っ
た
。
次
の
年
四
月
、
寺
が
火
事
で
燃
え
た?29）
。
?５
）
呉
泳
『
径
山
禅
寺
重
建
記
』（『
咸
淳
臨
安
志
』『
鶴
林
集
』『
径
山
志
』
所
収
）
無
準
師
範
は
慨
然
と
歎
じ
て
言
っ
た
。「
私
が
阿
育
王
山
に
い
た
時
、
あ
ら
か
じ
め
夢
に
一
神
人
が
り
っ
ぱ
な
衣
冠
を
着
け
盛
ん
な
儀
衛
を
も
っ
て
、
騎
を
馳
せ
來
た
り
進
み
迎
え
て
く
れ
た
が
、（
以
下
次
節?30）
）」。
径
山
の
護
法
神
は
龍
王
で
あ
り
、
龍
王
殿
が
あ
っ
た
。
径
山
の
開
山
は
牛
頭
宗
の
国
一
法
欽
（
七
一
四
｜
七
九
三
）
で
あ
る
。『
径
山
志
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
伝
記
に
よ
る
と
、
国
一
法
欽
は
、
径
山
に
お
い
て
猟
人
の
帰
依
を
得
、
彼
に
導
か
れ
て
、
龍
の
居
所
に
至
り
、
白
衣
の
老
人
の
姿
で
現
れ
た
龍
か
ら
居
所
を
喜
捨
さ
れ
、
龍
が
天
目
山
に
引
っ
越
し
て
後
も
、
龍
井
を
残
す
な
ら
ば
、
国
一
法
欽
を
守
る
約
束
を
し
て
い
っ
た
、
と
い
う?31）
。
楼
（
一
一
三
七
｜
一
二
一
三
）
の
『
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
記
』
に
よ
る
と
、
大
慧
宋
杲
の
代
に
も
龍
神
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
以
後
も
霊
験
あ
ら
た
か
で
国
家
民
庶
の
祈
祷
に
応
じ
た
。
孝
宗
皇
帝（
在
位
一
一
六
三
｜
一
一
八
九
）
は
、「
神
応
徳
済
顕
佑
広
沢
王
」
と
い
う
名
を
与
え
、
ま
た
廟
に
「
霊
沢
」
と
い
う
額
を
下
賜
し
た
。
蒙
庵
元
聡
の
代
、
一
一
九
九
年
の
龍
王
殿
か
ら
起
こ
っ
た
火
災
と
復
興
は
、
龍
神
に
結
び
付
け
て
語
ら
れ
た?32）
。
無
準
師
範
も
一
二
三
五
年
に
祈
雨
上
堂
を
行
な
っ
て
、
龍
神
に
呼
び
か
け
て
い
る?33）
。
こ
の
夢
語
り
は
、
こ
の
よ
う
な
径
山
の
龍
神
の
評
判
を
前
提
に
し
て
い
る
。
な
お
、
無
文
道
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』
は
こ
の
夢
語
り
を
記
載
し
て
い
な
い
。
自
分
の
夢
を
、
無
準
師
範
は
、
ま
ず
近
侍
す
る
侍
者
に
語
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
夢
が
図
星
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ま
も
な
く
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
無
準
師
範
は
、
他
言
を
禁
じ
た
わ
け
で
な
し
、
侍
者
は
得
意
に
な
っ
て
山
内
の
ひ
と
び
と
に
、
こ
れ
を
触
れ
回
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
夢
の
話
を
聞
い
た
侍
者
は
、
住
持
と
内
々
の
秘
密
を
共
有
す
る
立
場
で
は
な
く
、
む
し
ろ
径
山
の
大
衆
を
代
表
し
て
聞
く
と
い
う
関
係
を
作
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
徳
如
の
書
き
方
に
よ
る
と
、
阿
育
王
山
で
は
、
不
思
議
な
蓮
の
花
な
ど
が
評
判
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
夢
自
体
は
、
忽
然
と
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
無
準
師
範
は
、
自
分
の
見
た
奇
怪
な
夢
の
こ
と
を
語
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
た
だ
ち
に
、
径
山
の
龍
君
が
歓
迎
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
を
引
き
出
し
、
語
り
添
え
た
。
夢
自
体
は
、
ま
ず
奇
怪
の
ま
ま
提
示
さ
れ
る
が
、
他
人
に
解
釈
を
委
ね
ず
、
本
人
自
身
が
そ
れ
に
解
釈
を
加
え
て
見
せ
る
。
話
の
運
び
と
し
て
、
龍
君
は
あ
か
ら
さ
ま
に
無
準
師
範
に
指
示
し
た
り
要
請
し
た
り
す
る
言
葉
を
発
し
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
無
準
師
範
の
夢
を
解
読
す
る
能
力
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
実
が
あ
と
か
ら
や
っ
て
来
た
、
と
い
う
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
夢
語
り
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
径
山
は
、
そ
の
こ
ろ
既
に
南
宋
の
五
山
の
筆
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
住
持
は
、
皇
帝
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
無
準
師
範
も
皇
帝
か
ら
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
語
録
に
も
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
夢
語
り
は
、
そ
の
よ
う
な
国
家
の
表
向
き
の
筋
書
き
と
は
別
に
、
龍
王
の
歓
迎
と
い
う
別
の
筋
書
き
が
先
行
あ
る
い
は
共
存
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
話
は
語
録
に
は
出
て
こ
な
い
。
径
山
の
龍
王
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
伝
承
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
龍
王
の
歓
迎
と
は
、
や
は
り
径
山
内
外
の
広
義
に
お
け
る
関
係
者
の
共
感
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
夢
を
見
、
正
確
に
そ
の
意
味
を
察
知
で
き
た
無
準
師
範
は
、
い
わ
ば
自
ら
そ
の
よ
う
な
共
感
を
感
じ
取
り
、
自
ら
実
現
し
て
い
く
信
仰
指
導
者
の
役
柄
に
描
き
出
さ
れ
た
。
こ
の
話
は
、
権
力
者
史
彌
遠
の
役
割
を
、
こ
と
さ
ら
減
殺
す
る
た
め
に
強
調
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
非
権
力
的
な
立
場
か
ら
の
筋
書
き
は
、
夢
語
り
を
通
し
て
表
現
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
無
準
師
範
を
推
挙
し
た
史
彌
遠
は
、
無
準
師
範
に
径
山
の
伽
藍
の
復
興
を
大
い
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
す
ら
も
無
準
師
範
の
こ
の
種
の
非
権
力
的
な
指
導
力
を
利
用
す
る
意
図
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
夢
語
り
の
な
か
で
、
無
準
師
範
が
龍
王
と
い
う
神
の
下
手
に
で
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
。
夢
の
中
で
の
無
準
師
範
は
神
人
に
対
し
て
威
圧
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
神
人
の
無
準
師
範
に
対
す
る
態
度
は
丁
重
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
準
師
範
と
神
人
と
の
主
客
関
係
は
、
信
仰
指
導
者
と
周
囲
の
共
感
と
の
あ
る
べ
き
関
係
、
い
い
か
え
れ
ば
禅
宗
教
団
と
し
て
望
ま
し
い
禅
僧
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
、
社
会
に
迎
合
し
な
い
禅
僧
の
あ
り
か
た
を
象
徴
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
?三
）
明
珠
二
十
一
顆
一
二
三
三
年
四
月
二
一
日
に
、
径
山
が
火
災
に
罹
っ
た
際
、
無
準
師
範
が
語
っ
た
昨
夜
の
夢
。
｜
｜
無
準
師
範
は
、
烈
丈
夫
か
ら
二
十
一
個
の
明
珠
を
授
け
ら
れ
、
「
謹
ん
で
訝
る
事
勿
れ
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
?６
）
無
文
道
『
無
準
師
範
禅
師
行
状
』（『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
附
収
）
又
三
年
し
て
少
林
妙
嵩
（
｜
一
二
三
二
）
が
亡
く
な
り
、
径
山
住
持
は
欠
員
と
な
っ
た
。
皇
帝
の
命
が
下
り
、
師（
無
準
師
範
）を
も
っ
て
、
処
を
補
っ
た
。
京
師（
杭
州
）
に
至
り
、
丞
相
の
史
衛
王
（
史
彌
遠
）
に
面
会
し
た
。
史
彌
遠
が
言
う
に
は
、
「
径
山
の
住
持
は
こ
の
間
皆
老
宿
で
、
屋
根
葺
き
替
え
や
修
理
に
勤
め
る
所
が
無
く
、
多
く
の
建
物
の
弊
が
甚
だ
し
い
、
今
わ
が
師
を
推
挽
し
た
の
は
、
た
だ
仏
法
を
つ
か
さ
ど
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
更
に
張
（
屋
根
葺
き
）
が
第
一
の
義
で
あ
る
」
と
。
明
く
る
年
寺
が
焼
け
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
師
の
夢
に
烈
丈
夫
が
あ
ら
わ
れ
、
二
十
一
顆
の
明
珠
を
授
け
た
が
、
ど
う
い
う
訳
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
寺
が
火
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
す
な
わ
ち
四
月
二
一
日
で
あ
っ
た
。
師
は
前
も
っ
て
そ
れ
が
定
め
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
表
情
顔
色
一
つ
変
え
ず
大
衆
を
安
心
さ
せ
仏
道
を
行
じ
、
何
事
も
無
い
時
の
よ
う
に
し
た
。
こ
の
年
七
月
に
皇
帝
の
命
に
よ
り
内
廷
に
参
入
し
た?34）
。
?７
）
呉
泳
『
径
山
禅
寺
重
建
記
』（『
咸
淳
臨
安
志
』『
鶴
林
集
』『
径
山
志
』
所
収
）
こ
れ
よ
り
先
、
慶
元
己
未
（
一
一
九
九
）
冬
龍
王
殿
が
焼
け
、
伽
藍
建
物
は
一
夜
― ―12 ― ―11
に
灰
と
な
っ
た
。
住
持
僧
元
聡
は
、
古
き
を
治
め
て
復
た
こ
れ
を
新
た
に
し
た
。
そ
の
後
三
十
五
年
目
の
夏
、
再
び
焼
け
た
。
無
準
師
範
は
慨
然
と
し
て
歎
じ
て
言
っ
た
。「
む
か
し
私
が
阿
育
王
山
に
い
た
時
、
あ
ら
か
じ
め
夢
に
一
神
人
が
り
っ
ぱ
な
衣
冠
を
着
け
盛
ん
な
儀
衛
を
も
っ
て
、
騎
を
馳
せ
來
た
り
進
み
迎
え
て
く
れ
た
。
（
今
回
も
）先
き
だ
っ
て
の
夜
に
、
又
夢
に
、
前
の
神
人
の
者
が
二
十
一
の
宝
珠
を
持
っ
て
き
て
私
に
授
け
、
ど
う
か
怪
訝
に
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
と
述
べ
る
の
を
見
た
の
だ
っ
た
」
と
。
或
ひ
と
が
謂
う
に
、「
夢
の
神
は
す
な
わ
ち
（
径
）
山
の
龍
で
あ
り
、
珠
の
数
は
、
す
な
わ
ち
火
（
災
）
の
日
付
で
あ
る
。
や
は
り
存
続
・
壊
滅
（
住
止
成
壊
）
は
、
皆
定
ま
っ
た
運
命
だ
っ
た
に
違
い
な
い
」。
師
は
こ
こ
に
お
い
て
精
進
の
心
を
以
っ
て
不
退
の
輪
を
転
じ
、
勇
健
力
を
以
っ
て
無
畏
の
鼓
を
打
っ
た
。
榛
（
や
ぶ
）
を
拓
き
、
（
あ
な
）
を
塞
ぎ
、
高
深
よ
り
材
を
渡
し
、
山
に
お
い
て
昔
封
植
し
た
所
を
視
て
、
以
っ
て
（
ス
イ
、
た
る
き
）
と
な
し
、
梁
（
は
り
）
と
な
し
、
亡
木
（
う
つ
ば
り
）
と
な
し
、
（
カ
ク
、
た
る
き
）
と
な
す
こ
と
を
許
可
し
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
用
に
飽
け
ば
、
す
な
わ
ち
工
人
を
鳩（
あ
つ
）め
、
糧
食
を
聚
（
あ
つ
）
め
、
幹
（
事
業
統
率
者
）
に
命
じ
て
こ
れ
に
力
め
さ
せ
、
僧
も
そ
の
力
役
を
助
け
た
。
一
念
が
纔
か
に
起
れ
ば
、
諸
天
も
響
き
合
い
、
皇
帝
は
頒
す
る
こ
と
甚
だ
渥（
あ
つ
）く
、
公
卿
大
夫
士
は
楽
し
ん
で
施
捨
し
、
南
国
の
善
を
好
む
者
が
祈
ら
ず
し
て
財
貨
を
献
じ
、
命
ぜ
ら
れ
な
い
で
力
を
献
じ
た
。
三
年
越
し
で
落
成
に
至
っ
た?35）
。
徳
如
の
行
状
と
劉
克
荘
の
墓
碑
銘
に
は
、
先
の
馬
に
の
っ
た
神
人
の
夢
語
り
は
あ
る
が
、
こ
の
明
珠
二
十
一
顆
の
夢
語
り
が
な
く
、
た
だ
住
持
し
て
二
年
目
に
火
災
に
罹
っ
た
こ
と
を
い
う
。
無
文
道
に
は
先
の
夢
語
り
は
な
く
、
こ
の
夢
語
り
が
あ
る
。
唯
一
、
径
山
に
関
す
る
夢
語
り
に
ふ
た
つ
と
も
言
及
す
る
呉
詠
の
『
径
山
禅
寺
重
建
記
』
が
、
こ
の
夢
語
り
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
詳
し
い
。
無
文
道
も
呉
泳
も
、
無
準
師
範
が
、
始
め
誰
に
夢
を
語
っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
無
文
道
に
よ
る
と
、
火
災
の
時
、
無
準
師
範
が
、
と
っ
さ
に
自
分
で
夢
の
意
味
に
気
づ
い
た
ら
し
い
。
呉
泳
に
よ
る
と
、
別
の
人
が
無
準
師
範
の
夢
に
解
釈
を
施
し
て
、
径
山
の
火
事
と
結
び
つ
け
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
ま
ま
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
た
解
釈
に
違
い
な
い
。
こ
の
夢
語
り
の
手
順
は
、
突
然
思
い
が
け
な
い
、
し
か
も
意
味
不
明
の
夢
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
ど
う
や
ら
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
ま
で
、
そ
の
意
味
が
掴
め
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
無
準
師
範
の
夢
語
り
は
、
火
災
が
避
け
ら
れ
な
い
運
命
で
、
誰
も
責
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
関
係
者
に
納
得
さ
せ
た
。
夢
は
そ
の
運
命
の
予
告
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
夢
語
り
に
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
文
道
は
、
無
準
師
範
が
径
山
に
晋
住
し
た
事
情
に
つ
い
て
、
史
彌
遠
が
、
建
物
の
改
修
工
事
を
期
待
し
て
い
た
事
を
記
し
、そ
れ
に
続
け
て
径
山
火
災
と
そ
の
復
興
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
史
彌
遠
が
ら
み
の
こ
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
こ
の
夢
語
り
の
歴
史
的
な
背
景
を
思
い
描
く
上
で
は
、
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
。
径
山
の
火
災
と
復
興
の
す
べ
て
を
、
権
力
者
史
彌
遠
の
政
治
的
手
段
に
過
ぎ
な
い
と
、
突
き
放
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
夢
語
り
も
ま
た
茶
番
と
な
り
、
無
準
師
範
を
権
力
者
史
彌
遠
に
あ
や
つ
ら
れ
た
道
化
役
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
無
準
師
範
は
実
際
に
危
機
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
史
彌
遠
病
没
と
か
か
わ
り
な
く
、
優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
夢
語
り
は
、
人
心
を
収
攬
し
て
そ
れ
を
可
能
に
し
、
径
山
再
建
に
立
ち
向
か
う
無
準
師
範
に
対
し
て
の
、
周
囲
の
帰
服
を
促
す
一
因
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
は
一
種
の
カ
リ
ス
マ
性
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
同
時
代
に
お
い
て
、
巨
大
寺
院
の
内
外
に
お
よ
び
無
準
師
範
が
仕
切
り
得
た
こ
の
共
感
能
力
に
つ
い
て
、
禅
僧
は
勿
論
、儒
者
の
中
に
も
、高
く
評
価
す
る
人
々
が
い
た
の
で
あ
る
。「
義
理
が
人
々
の
心
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
今
天
下
意
見
の
二
分
す
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
無
文
道
の
言
葉
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
間
の
事
情
を
踏
え
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
【
注
】
?24
）
会
慶
元
清
涼
虚
席
、
太
守
行
下
諸
山
期
集
、
師
預
公
選
、
探
得
師
名
、
時
師
在
瑞
巖
、
夜
夢
一
官
人
、
以
把
授
師
、
莫
暁
旨
、
忽
専
使
踵
門
、
師
堅
不
受
、
乃
問
専
使
曰
、
院
之
伽
藍
乃
何
神
、
使
曰
、
即
官
人
也
、
師
方
悟
前
夢
、
師
曰
、
果
爾
則
吾
当
曳
杖
而
往
、
師
至
清
涼
、
見
君
与
夢
状
無
異
、（
挿
入
）「
於
是
陞
座
説
法
香
為
破
庵
嗣
、」
住
三
年
道
俗
帰
慕
、
叢
林
改
観
、
?25
）
既
而
以
台
雁
未
到
、
拉
月
石
渓
同
游
至
瑞
巖
、
時
雲
窠
領
住
持
事
、
留
分
座
、
忽
夜
夢
、
偉
衣
冠
者
、
持
把
茅
見
授
、
翌
日
明
州
清
涼
専
使
至
、
師
以
倦
游
力
拒
其
請
、
適
数
僧
来
訪
自
言
、
旧
業
清
涼
幽
邃
深
靖
、
古
称
小
天
童
、
寺
之
護
法
者
茅
其
姓
、
霊
異
甚
著
、
師
省
前
夢
、
乃
易
書
受
請
、
入
院
、
見
所
謂
伽
藍
神
、
衣
冠
人
物
与
疇
昔
所
夢
無
異
、
陞
堂
開
法
一
香
供
破
庵
、
?26
）
『
宝
慶
四
明
志
』
巻
第
十
五
、『
宋
元
地
方
志
叢
書
』
八
所
収
。
清
涼
院
、
県
東
九
十
里
、
朱
梁
開
平
二
年
茅
将
軍
捨
宅
為
之
、
呉
越
王
銭
氏
給
額
、
曰
帰
順
、
皇
朝
治
平
中
賜
今
額
、
常
住
田
一
百
六
十
畝
、
山
九
百
六
十
二
畝
、
距
院
五
里
有
茅
嶺
以
茅
君
所
居
故
名
、
其
下
民
猶
有
以
茅
為
一
戸
籍
者
、
院
之
殿
宇
所
覆
皆
古
瓦
上
有
己
巳
茅
号
四
字
、
茅
君
祠
在
院
東
、
水
旱
疾
疫
祷
無
不
験
、
紹
興
己
巳
勅
葬
王
参
政
于
其
山
、
人
謂
己
巳
之
応
、
?27
）
有
額
寺
院
に
つ
い
て
は
、
注
?７
）竺
沙
著
書
前
編
第
二
章
参
照
。
?28
）
紹
定
壬
辰
夏
紺
殿
前
方
池
中
、
忽
出
瑞
蓮
、
萼
大
而
茎
勁
、
脱
頴
亭
々
、
人
以
為
異
、
師
於
疇
昔
之
夜
、
忽
夢
神
人
乗
騎
至
法
堂
、
従
者
甚
夥
、
師
怪
之
曰
、
此
六
殊
勝
地
、
可
安
騎
而
前
乎
、
神
人
乃
離
鞍
鐙
而
前
揖
、
遂
覚
、
黎
明
陳
所
夢
謂
侍
僧
曰
、
此
必
径
山
之
龍
君
、
俄
頃
有
径
山
書
至
、
剥
減
果
命
師
也
、
及
主
席
之
二
年
、
夏
四
月
寺
忽
罹
火
、
師
詞
色
不
変
、
則
曰
、
此
寺
当
再
新
於
我
也
、
継
而
上
方
錫
甚
寵
愛
士
夫
檀
家
越
皆
然
楽
施
、
?29
）
紹
定
壬
辰
秋
、
奉
詔
住
径
山
、
師
先
夢
龍
君
来
迎
、
既
而
果
然
、
次
年
四
月
寺
于
火
、
?30
）
注
?35
）に
引
用
。
?31
）
『
径
山
志
』
巻
三
一
、『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
第
一
輯
第
31
冊
所
収
。
列
祖
第
一
代
開
山
大
覚
国
一
貞
元
祖
師
祖
諱
法
欽
、（
中
略
）
後
之
臨
安
行
次
、
東
北
山
之
下
見
樵
者
、
問
曰
、
此
何
山
、
樵
曰
、
此
天
目
山
之
径
路
、
謂
之
径
山
、
亦
名
径
、
師
憶
素（
林
素
禅
師
）語
、
廼
披
榛
而
入
、
四
顧
非
人
居
、
適
逢
蓋
以
覆
置
罘
、
師
就
之
宴
坐
、
大
雪
経
旬
、
絶
食
安
禅
、
既
霽
、
猟
者
見
之
、
投
誠
帰
向
、
師
誨
使
更
業
、
猟
者
毀
弓
矢
網
、
以
其
地
結
庵
、
請
就
居
之
日
餉
於
師
、
他
日
謂
猟
者
曰
、
吾
将
隠
於
此
山
、
猟
者
曰
、
此
山
神
異
中
有
龍
居
、
師
勿
往
、
師
曰
、
何
患
焉
、
汝
宜
導
吾
即
自
重
、
岡
之
西
至
危
峰
之
北
、
有
一
石
屏
、
師
坐
其
下
、
凡
数
日
有
白
衣
老
人
、
前
而
拝
、
師
曰
、
汝
何
人
也
、
曰
、
龍
也
、
師
曰
、
何
為
至
此
、
曰
、
自
師
到
此
山
、
吾
属
五
百
皆
不
自
安
、
師
必
久
住
、
我
将
其
属
、
而
帰
天
目
、
願
捨
所
居
為
師
卓
錫
之
所
、
引
師
南
進
登
絶
頂
、
― ―14 ― ―13
に
灰
と
な
っ
た
。
住
持
僧
元
聡
は
、
古
き
を
治
め
て
復
た
こ
れ
を
新
た
に
し
た
。
そ
の
後
三
十
五
年
目
の
夏
、
再
び
焼
け
た
。
無
準
師
範
は
慨
然
と
し
て
歎
じ
て
言
っ
た
。「
む
か
し
私
が
阿
育
王
山
に
い
た
時
、
あ
ら
か
じ
め
夢
に
一
神
人
が
り
っ
ぱ
な
衣
冠
を
着
け
盛
ん
な
儀
衛
を
も
っ
て
、
騎
を
馳
せ
來
た
り
進
み
迎
え
て
く
れ
た
。
（
今
回
も
）先
き
だ
っ
て
の
夜
に
、
又
夢
に
、
前
の
神
人
の
者
が
二
十
一
の
宝
珠
を
持
っ
て
き
て
私
に
授
け
、
ど
う
か
怪
訝
に
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
と
述
べ
る
の
を
見
た
の
だ
っ
た
」
と
。
或
ひ
と
が
謂
う
に
、「
夢
の
神
は
す
な
わ
ち
（
径
）
山
の
龍
で
あ
り
、
珠
の
数
は
、
す
な
わ
ち
火
（
災
）
の
日
付
で
あ
る
。
や
は
り
存
続
・
壊
滅
（
住
止
成
壊
）
は
、
皆
定
ま
っ
た
運
命
だ
っ
た
に
違
い
な
い
」。
師
は
こ
こ
に
お
い
て
精
進
の
心
を
以
っ
て
不
退
の
輪
を
転
じ
、
勇
健
力
を
以
っ
て
無
畏
の
鼓
を
打
っ
た
。
榛
（
や
ぶ
）
を
拓
き
、
（
あ
な
）
を
塞
ぎ
、
高
深
よ
り
材
を
渡
し
、
山
に
お
い
て
昔
封
植
し
た
所
を
視
て
、
以
っ
て
（
ス
イ
、
た
る
き
）
と
な
し
、
梁
（
は
り
）
と
な
し
、
亡
木
（
う
つ
ば
り
）
と
な
し
、
（
カ
ク
、
た
る
き
）
と
な
す
こ
と
を
許
可
し
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
用
に
飽
け
ば
、
す
な
わ
ち
工
人
を
鳩（
あ
つ
）め
、
糧
食
を
聚
（
あ
つ
）
め
、
幹
（
事
業
統
率
者
）
に
命
じ
て
こ
れ
に
力
め
さ
せ
、
僧
も
そ
の
力
役
を
助
け
た
。
一
念
が
纔
か
に
起
れ
ば
、
諸
天
も
響
き
合
い
、
皇
帝
は
頒
す
る
こ
と
甚
だ
渥（
あ
つ
）く
、
公
卿
大
夫
士
は
楽
し
ん
で
施
捨
し
、
南
国
の
善
を
好
む
者
が
祈
ら
ず
し
て
財
貨
を
献
じ
、
命
ぜ
ら
れ
な
い
で
力
を
献
じ
た
。
三
年
越
し
で
落
成
に
至
っ
た?35）
。
徳
如
の
行
状
と
劉
克
荘
の
墓
碑
銘
に
は
、
先
の
馬
に
の
っ
た
神
人
の
夢
語
り
は
あ
る
が
、
こ
の
明
珠
二
十
一
顆
の
夢
語
り
が
な
く
、
た
だ
住
持
し
て
二
年
目
に
火
災
に
罹
っ
た
こ
と
を
い
う
。
無
文
道
に
は
先
の
夢
語
り
は
な
く
、
こ
の
夢
語
り
が
あ
る
。
唯
一
、
径
山
に
関
す
る
夢
語
り
に
ふ
た
つ
と
も
言
及
す
る
呉
詠
の
『
径
山
禅
寺
重
建
記
』
が
、
こ
の
夢
語
り
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
詳
し
い
。
無
文
道
も
呉
泳
も
、
無
準
師
範
が
、
始
め
誰
に
夢
を
語
っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
無
文
道
に
よ
る
と
、
火
災
の
時
、
無
準
師
範
が
、
と
っ
さ
に
自
分
で
夢
の
意
味
に
気
づ
い
た
ら
し
い
。
呉
泳
に
よ
る
と
、
別
の
人
が
無
準
師
範
の
夢
に
解
釈
を
施
し
て
、
径
山
の
火
事
と
結
び
つ
け
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
ま
ま
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
た
解
釈
に
違
い
な
い
。
こ
の
夢
語
り
の
手
順
は
、
突
然
思
い
が
け
な
い
、
し
か
も
意
味
不
明
の
夢
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
ど
う
や
ら
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
ま
で
、
そ
の
意
味
が
掴
め
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
無
準
師
範
の
夢
語
り
は
、
火
災
が
避
け
ら
れ
な
い
運
命
で
、
誰
も
責
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
関
係
者
に
納
得
さ
せ
た
。
夢
は
そ
の
運
命
の
予
告
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
夢
語
り
に
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
文
道
は
、
無
準
師
範
が
径
山
に
晋
住
し
た
事
情
に
つ
い
て
、
史
彌
遠
が
、
建
物
の
改
修
工
事
を
期
待
し
て
い
た
事
を
記
し
、そ
れ
に
続
け
て
径
山
火
災
と
そ
の
復
興
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
史
彌
遠
が
ら
み
の
こ
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
こ
の
夢
語
り
の
歴
史
的
な
背
景
を
思
い
描
く
上
で
は
、
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
。
径
山
の
火
災
と
復
興
の
す
べ
て
を
、
権
力
者
史
彌
遠
の
政
治
的
手
段
に
過
ぎ
な
い
と
、
突
き
放
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
夢
語
り
も
ま
た
茶
番
と
な
り
、
無
準
師
範
を
権
力
者
史
彌
遠
に
あ
や
つ
ら
れ
た
道
化
役
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
無
準
師
範
は
実
際
に
危
機
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
史
彌
遠
病
没
と
か
か
わ
り
な
く
、
優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
夢
語
り
は
、
人
心
を
収
攬
し
て
そ
れ
を
可
能
に
し
、
径
山
再
建
に
立
ち
向
か
う
無
準
師
範
に
対
し
て
の
、
周
囲
の
帰
服
を
促
す
一
因
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
は
一
種
の
カ
リ
ス
マ
性
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
同
時
代
に
お
い
て
、
巨
大
寺
院
の
内
外
に
お
よ
び
無
準
師
範
が
仕
切
り
得
た
こ
の
共
感
能
力
に
つ
い
て
、
禅
僧
は
勿
論
、儒
者
の
中
に
も
、高
く
評
価
す
る
人
々
が
い
た
の
で
あ
る
。「
義
理
が
人
々
の
心
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
今
天
下
意
見
の
二
分
す
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
無
文
道
の
言
葉
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
間
の
事
情
を
踏
え
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
【
注
】
?24
）
会
慶
元
清
涼
虚
席
、
太
守
行
下
諸
山
期
集
、
師
預
公
選
、
探
得
師
名
、
時
師
在
瑞
巖
、
夜
夢
一
官
人
、
以
把
授
師
、
莫
暁
旨
、
忽
専
使
踵
門
、
師
堅
不
受
、
乃
問
専
使
曰
、
院
之
伽
藍
乃
何
神
、
使
曰
、
即
官
人
也
、
師
方
悟
前
夢
、
師
曰
、
果
爾
則
吾
当
曳
杖
而
往
、
師
至
清
涼
、
見
君
与
夢
状
無
異
、（
挿
入
）「
於
是
陞
座
説
法
香
為
破
庵
嗣
、」
住
三
年
道
俗
帰
慕
、
叢
林
改
観
、
?25
）
既
而
以
台
雁
未
到
、
拉
月
石
渓
同
游
至
瑞
巖
、
時
雲
窠
領
住
持
事
、
留
分
座
、
忽
夜
夢
、
偉
衣
冠
者
、
持
把
茅
見
授
、
翌
日
明
州
清
涼
専
使
至
、
師
以
倦
游
力
拒
其
請
、
適
数
僧
来
訪
自
言
、
旧
業
清
涼
幽
邃
深
靖
、
古
称
小
天
童
、
寺
之
護
法
者
茅
其
姓
、
霊
異
甚
著
、
師
省
前
夢
、
乃
易
書
受
請
、
入
院
、
見
所
謂
伽
藍
神
、
衣
冠
人
物
与
疇
昔
所
夢
無
異
、
陞
堂
開
法
一
香
供
破
庵
、
?26
）
『
宝
慶
四
明
志
』
巻
第
十
五
、『
宋
元
地
方
志
叢
書
』
八
所
収
。
清
涼
院
、
県
東
九
十
里
、
朱
梁
開
平
二
年
茅
将
軍
捨
宅
為
之
、
呉
越
王
銭
氏
給
額
、
曰
帰
順
、
皇
朝
治
平
中
賜
今
額
、
常
住
田
一
百
六
十
畝
、
山
九
百
六
十
二
畝
、
距
院
五
里
有
茅
嶺
以
茅
君
所
居
故
名
、
其
下
民
猶
有
以
茅
為
一
戸
籍
者
、
院
之
殿
宇
所
覆
皆
古
瓦
上
有
己
巳
茅
号
四
字
、
茅
君
祠
在
院
東
、
水
旱
疾
疫
祷
無
不
験
、
紹
興
己
巳
勅
葬
王
参
政
于
其
山
、
人
謂
己
巳
之
応
、
?27
）
有
額
寺
院
に
つ
い
て
は
、
注
?７
）竺
沙
著
書
前
編
第
二
章
参
照
。
?28
）
紹
定
壬
辰
夏
紺
殿
前
方
池
中
、
忽
出
瑞
蓮
、
萼
大
而
茎
勁
、
脱
頴
亭
々
、
人
以
為
異
、
師
於
疇
昔
之
夜
、
忽
夢
神
人
乗
騎
至
法
堂
、
従
者
甚
夥
、
師
怪
之
曰
、
此
六
殊
勝
地
、
可
安
騎
而
前
乎
、
神
人
乃
離
鞍
鐙
而
前
揖
、
遂
覚
、
黎
明
陳
所
夢
謂
侍
僧
曰
、
此
必
径
山
之
龍
君
、
俄
頃
有
径
山
書
至
、
剥
減
果
命
師
也
、
及
主
席
之
二
年
、
夏
四
月
寺
忽
罹
火
、
師
詞
色
不
変
、
則
曰
、
此
寺
当
再
新
於
我
也
、
継
而
上
方
錫
甚
寵
愛
士
夫
檀
家
越
皆
然
楽
施
、
?29
）
紹
定
壬
辰
秋
、
奉
詔
住
径
山
、
師
先
夢
龍
君
来
迎
、
既
而
果
然
、
次
年
四
月
寺
于
火
、
?30
）
注
?35
）に
引
用
。
?31
）
『
径
山
志
』
巻
三
一
、『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
第
一
輯
第
31
冊
所
収
。
列
祖
第
一
代
開
山
大
覚
国
一
貞
元
祖
師
祖
諱
法
欽
、（
中
略
）
後
之
臨
安
行
次
、
東
北
山
之
下
見
樵
者
、
問
曰
、
此
何
山
、
樵
曰
、
此
天
目
山
之
径
路
、
謂
之
径
山
、
亦
名
径
、
師
憶
素（
林
素
禅
師
）語
、
廼
披
榛
而
入
、
四
顧
非
人
居
、
適
逢
蓋
以
覆
置
罘
、
師
就
之
宴
坐
、
大
雪
経
旬
、
絶
食
安
禅
、
既
霽
、
猟
者
見
之
、
投
誠
帰
向
、
師
誨
使
更
業
、
猟
者
毀
弓
矢
網
、
以
其
地
結
庵
、
請
就
居
之
日
餉
於
師
、
他
日
謂
猟
者
曰
、
吾
将
隠
於
此
山
、
猟
者
曰
、
此
山
神
異
中
有
龍
居
、
師
勿
往
、
師
曰
、
何
患
焉
、
汝
宜
導
吾
即
自
重
、
岡
之
西
至
危
峰
之
北
、
有
一
石
屏
、
師
坐
其
下
、
凡
数
日
有
白
衣
老
人
、
前
而
拝
、
師
曰
、
汝
何
人
也
、
曰
、
龍
也
、
師
曰
、
何
為
至
此
、
曰
、
自
師
到
此
山
、
吾
属
五
百
皆
不
自
安
、
師
必
久
住
、
我
将
其
属
、
而
帰
天
目
、
願
捨
所
居
為
師
卓
錫
之
所
、
引
師
南
進
登
絶
頂
、
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入
五
峰
之
間
中
有
大
湫
、
指
謂
師
曰
、
吾
家
若
去
、此
湫
当
涸
矣
、
願
留
一
穴
以
通
天
目
、
我
欲
時
至
而
衛
師
焉
、
慎
勿
湮
之
、
言
訖
乃
隠
、?
今
之
龍
井
是
也
?
於
是
雲
霧
晦
冥
、
風
雨
連
、
詰
旦
湫
水
尽
涸
、
漲
沙
如
平
地
、
北
峰
之
陽
有
庵
、
然
新
成
、
師
知
龍
所
創
、
遂
居
之
、
至
今
基
陛
諸
草
不
生
、
自
是
遠
近
郷
風
悉
来
給
奉
、
四
方
禅
納
景
従
庵
居
満
於
巌
谷
山
、
左
前
臨
海
令
呉
貞
捨
別
墅
、
以
蓋
精
舎
未
数
載
、
名
震
天
下
、
?32
）
『
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
記
』
は
、
注
（
９
）
石
井
修
道
論
文
に
翻
刻
校
訂
・
和
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
紹
興
七
年
、
大
慧
禅
師
来
主
法
席
、
衲
子
雲
集
、
至
千
七
百
衆
、
末
年
南
帰
重
来
、
而
復
振
、
人
境
相
与
映
発
、
道
俗
趨
仰
、
龍
神
亦
随
指
麾
而
定
、
（
中
略
）大
慧
以
来
名
徳
継
起
、
神
龍
霊
響
素
著
、
国
家
民
庶
有
祷
応
、
累
封
神
応
徳
済
顕
佑
広
沢
王
、
廟
為
霊
沢
、（
中
略
）
蒙
庵
禅
師
元
聡
、
以
慶
元
三
年
、
自
福
之
雪
峯
、
被
旨
而
来
、
道
誉
隆
洽
、
不
前
人
、
五
年
仲
冬
、
行
化
浙
西
、
而
回
禄
挺
災
、
烈
風
佐
之
、
延
棟
宇
、
一
昔
而
尽
、（
中
略
）
龍
堂
瞬
息
埃
滅
、
豈
龍
神
欲
一
新
之
乎
、（
中
略
）
首
于
東
偏
、
為
龍
王
殿
、
以
厳
香
火
之
奉
、（
後
略
）
?33
）
『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻
第
二
上
堂
、
七
縦
八
横
処
、
見
得
透
徹
、
寒
灰
死
火
時
、
恰
恰
相
当
、
寒
灰
死
火
時
、
体
得
分
明
、
七
縦
八
横
処
、
頭
頭
合
轍
、
所
以
道
古
今
一
貫
、
声
色
純
真
、
払
子
云
、
看
看
徳
済
龍
王
、
向
這
裏
、
逞
大
神
通
、
降
一
陣
卒
風
驟
雨
、
瀉
向
諸
人
面
前
、
還
知
、
若
也
不
知
、
却
帰
霊
澤
殿
去
也
、
?34
）
又
三
年
嵩
少
林
散
席
径
山
、
朝
命
以
師
補
処
、
抵
京
師
、
見
丞
相
史
衛
王
、
衛
王
曰
、
径
山
住
持
他
日
皆
老
宿
、
無
力
葺
理
、
衆
屋
弊
甚
、
今
挽
吾
師
、
不
独
主
法
、
更
張
第
一
義
也
、
明
年
寺
、
先
是
師
夢
有
烈
丈
夫
、
授
以
二
十
一
顆
、
莫
知
謂
何
、
及
寺
焚
、
則
四
月
二
十
一
日
也
、
師
逆
知
其
数
、
不
動
容
変
色
、
安
衆
行
道
、
如
無
事
時
、
是
年
七
月
有
旨
入
内
、
?35
）
先
是
慶
元
己
未
冬
、
龍
王
殿
災
、
精
廬
仏
宇
一
夕
而
燼
、
住
持
僧
元
聡
治
故
而
復
新
之
、
後
三
十
五
年
夏
、
再
、
無
準
師
範
慨
然
歎
曰
、
曩
在
育
王
時
、
曽
夢
一
神
人
、
偉
衣
冠
盛
儀
衛
馳
騎
而
前
迎
、
疇
昔
之
夜
又
夢
前
神
人
者
、
持
二
十
一
宝
珠
以
相
授
曰
、
謹
勿
訝
、
或
謂
、
夢
之
神
即
山
之
龍
、
珠
之
数
則
火
之
日
也
、
豈
住
止
成
壊
皆
数
耶
、
師
於
是
以
精
進
心
転
不
退
輪
、
以
勇
健
力
無
畏
鼓
、
披
榛
塞
、
高
深
度
材
、
於
山
視
昔
所
封
植
、
可
以
為
、
為
梁
、
為
亡
木
、
為
者
、
適
飽
用
、
則
鳩
工
聚
糧
、
命
幹
力
之
、
僧
相
其
役
、
一
念
纔
起
諸
天
響
合
、
上
方
頒
甚
渥
、
公
卿
大
夫
士
楽
施
捨
、
南
国
之
好
善
者
、
不
祈
而
献
貨
、
不
命
而
献
力
、
越
三
年
考
成
、
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